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このたび

逹ゎ独たレ白し

もにお七くな

被災地の一日も子

を中しあげます お元気ですか/
市長コラム

み申しあげま ながはまの文化
たします。
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市
政
運
営
の
基
本
理
念

昨
年
３
月
、
私
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
厳
粛
な
負
託
を
受
け
、
市
長
に
就

任
し
ま
し
て
か
ら
、
早

い
も
の
で
１

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
合
併
に
よ
る
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
「長
浜
市
基

本
構
想
」
の
改
定
を
は
じ
め
、
市
民

の

一
体
感
の
醸
成
や
６
支
所
単
位
で

の

「地
域
ま
ち
づ
く
リ
プ
ラ
ン
」

の

作
成
な
ど
に
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

と
り
わ
け
、
社
会
経
済
情
勢
が
厳

だ
け
市
政

に
反
映
さ
せ
る
よ
う

に
、

様
々
な
機
会
を
設
け
、
身
近
で
種
々

の
課
題
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
さ
ま

し
た
。

こ
う
し
た
課
題
は
、
直
ち
に
取
り

か
か
れ
る
も
の
か
ら
、
じ

っ
く
り
と

時
間
を
か
け
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
も
の
ま
で
様
々
で
す
。
何

か
を
実
施

・
改
革
す
る
時
、
単
に
事

業
の
縮
小
や
節
約
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、
小
さ
な
投
資
で
も
大
き
な
効

果
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
行
財
政
構
造

の
確
立
と
、
市
民
や
ま
ち
の
利
益
と

な
る
、
本
当
に
市
が
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
仕
事
な
の
か
を
職
員

自
ら
が
現
場
か
ら
見
極
め
、
使
命
感

と
情
熱
を
持

っ
て
や
り
抜
く
気
構
え

を
、
全
職
員
に
浸
透
さ
せ
果
敢
に
取

り
組
む
職
場
づ
く
り
を
行

っ
て
ま
い

り
ま
す
。

昨
年
の
度
重
な
る
不
祥
事
に
際
し

ま
し
て
は
、
「徹
底
的
に
今
ま
で
の
行

政
の
膿
を
出
し
切
り
、
垢
、
ほ
こ
り

を
洗

い
流
し
、
あ
ら
ゆ
る
古

い
し
が

ら
み
を
断
ち
切

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述

べ
、
こ
の
間
、
不
祥
事
再
発
防

止
委
員
会

の
設
置
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
推
進
本
部
の
立
ち
上
げ
、
再
発

防
止
に
つ
い
て
職
場
で
話
し
合
う
機

会
の
設
定
や
、
公
務
員
の
倫
理
研
修

も
全
庁
挙
げ
て
行
い
ま
し
た
。
今
後

は
、
不
祥
事
再
発
防
止
委
員
会
か
ら

の
提
案
を
踏
ま
え
て
、
「長
浜
市
を
愛

し
、
常
に
高
潔
で
あ
れ
」
を
モ
ッ
ト

ー
と
し
て
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

市
役
所
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
全
職
員

一
丸
に
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

【

し
さ
を
増
す
中
に
あ

っ
て
、
市
民
の

皆
様
の
不
安
や
痛
み
を
受
け
と
め
な

が
ら
、

「湖
北
の
新
し
い
１
ペ
ー
ジ
」

を
開
く
と
い
う
熱
い
思
い
で
、
「責
任

感
」
、
「使
命
感
」
、
そ
し
て

「緊
張
感
」

を
持

っ
て
、

１２
万
市
民
の
皆
様
が
、

長
浜
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
と
評
価

い

た
だ
け
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

し
　
せ

い

　

　

き

ん

ろ

う

　

　

ぶ

ん
　
ど
　
　
　
す
い
じ
よ
う

至
誠
、
勤
労
、
分
度
、
推
譲

か
つ
て
、
低
成
長
と
人
口
減
社
会

に
お
け
る
財
政
再
建
に
果
敢
に
挑
ん

だ
、
江
戸
後
期
の
農
学
者
で
あ
る
二

宮
尊
徳
が
唱
え
、
実
践
し
た

「至
誠
」
、

「勤
労
」
、
「分
度
」
、
「推
譲
」
の
４
つ

の
精
神
こ
そ
が
、
地
域
経
営
の
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
「至
誠
」
と

は
真
心
で
あ
り
、
長
浜
市
に
例
え
れ

ば

「ク
リ
ー
ン
で
オ
ー
プ

ン

・
開
か

れ
た
市
政
」
の
推
進
で
す
。
「勤
労
」

は
、
も
ち
ろ
ん

一
生
懸
命
努
力
し
て

働
く
こ
と
で
す
。
「分
度
」
は
、
適
度

と
か
限
度
で
す
。
市
に
当
て
は
め
れ

∩
組
織
機
構
の
見
直
し

特

に
旧
伊
香
郡
地
域

の
皆
様
は
、

高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
む
中
、
将
来

に
不
安
や
心
配
を
多
く
感
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
旧
伊
香
郡
の
面
積

は
市

の
３
分

の
２
を
占
め
て
お
り
、

そ
の
北
部
振
興
対
策
は
た

い
へ
ん
重

要
な
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の

４
月
か
ら
、
旧
伊
香
郡
地
域
を
所
管

す
る

「北
部
振
興
局
」
を
設
置
し
、

し

っ
か
り
と
北
部
振
興
対
策
を
講
じ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
合
併
２
年
目
と
な
る
市
政

を
着
実
に
推
進
し
、
そ
の
成
果
を
あ

げ
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
市

の
成
長
戦
略
や
政
策
調
整
を
進

め
、
機
動
的
で
効
果
的
な
施
策
が
実

施
で
き
る
よ
う
、
市
長
直
轄
の
部
署

と
し
て

「市
長
戦
略
室
」
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
昨
年
４
月
か
ら
設
置

し
ス
パ
ー
ト
し
た

「新
市
政
戦
略
会

議
」
を
さ
ら
に
充
実
、
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
の
戦
略
会

議
は
、
市
政
の
重
要
課
題
を
縦
割
り

で
は
な
く
横
断
的
に
、
集
中
的
に
議

論
し
ス
ピ
ー
ド
感
を
高
め
て
、
市
政

の
方
針
を
決
定
す
る
狙

い
で
あ
り
ま

す
。今

後
と
も
、

よ

り

効

率

的

で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ビ
期
待

に
お
応
え
で
き

る
よ
う
な
組
織

体
制

へ
と
見
直

し
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ば
、
「歳
入
に
見
合

っ
た
歳
出
、
規
模

に
あ

っ
た
行
政
」
と

い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
「推
譲
」
は
、
利
益
を
分
け

合
う
と
か
子
孫
に
財
産
を
残
す
と
い

っ
た
意
味
で
す
。
私
た
ち
の
地
域
は
、

尊
徳
の
唱
え
た
国
づ
く
り
の
実
践
と

し
て
、

２０
年
、

５０
年
先
の
子
孫
の
世

代

の
将
来
を
見
据
え

た
地
域

づ
く

り

。
ま
ち
づ
く
り
の
為

の

「手
段
」

と
し
て
、
合
併
を
行

っ
た
の
で
す
。

私
は
、
将
来
の
子
ど
も
た
ち
に
誇

れ
る
”
長
浜
市
“
づ
く
り
を
、
尊
徳

の

「四
つ
の
精
神
」
で
市
民
の
皆
さ

ん
と

一
緒
に
な

っ
て
実
行
し
て
い
く

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

対
話
型
行
政
の
推
進

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た

っ

て
は
、
市
役
所
職
員
は
市
行
政
を
進

め
る
第

一
線
の
担
い
手
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
市
民
に
身
近
で
、
信

頼
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私

は
か
ね
て
か
ら
、
市
政
の
基
本
は
常

に

「現
場
」
に
あ
る
と
考
え
、
で
き

る
限
り
現
場
を
直
接
訪
ね
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
対
話
を
通
じ
て
市
政
の

課
題
を
把
握
し
、
政
策
に
反
映
し
て

い
き
た
い
と
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た

「現
地

。
現
場
主
義
」

に
基
づ
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た

「座
ぶ
と
ん
会
議
」
や
市
内
事
業
所
、

商
店
街
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
現
場
に
出

向
き
、
私
の
日
と
耳
と
足
、
身
体
全

体
で
実
感
し
、
現
場
の
声
を
出
来
る

平
成
２３
年
長
浜
市
議
会
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
藤
丼
市
長
は
平
成
２３
年
度
の
所
信
表
明

を
行
い
、
市
政
運
営
の
基
本
理
念
を
表
明
し
ま
し
た
。
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市民と行政との『協働・連携』によるまちづくり

Ⅲ

【江 H浅井三姉妹博覧会】
「江・浅井三姉妹博覧会」んゞ開幕 しましたもおか

げさまで、すでに15万人を超える方々が、 3つのパ

ビリオンにお越 しいただき、順調なスパー トを靭 る

ことができました。これも、運営委員やボランティ

アの市民の皆様が汗をかき、ご苦労をしていただき

ましたことに、心から感謝いたします。

市民の皆様 とともに、この博覧会を盛 り上げ長浜

を全国に発信 しましょう。そして、全国からの観光

客が安心 して快適に観光できるように、地域の皆さ

んがホスピタ リティ (お もてなし)の心で接 してい

ただき、湖北人 としての誠実で温かみのある人間味

を大いに発揮して、観光客を温か く迎え入れて くだ

さることを切に希望するものです。市民の皆様の
「市民力」、「協働力」、「自立力」に懸け、期待し、と

もに協力 して 「将来に夢を持てる、元気な長浜市」

にしていきたいと考えています。

▲座ぶとん会議の様子

【生活を守る】
今年は、例年にない大雪とな りました。余呉町中

河内では3メ ー トルを越える積雪 となるなど 「56・

59豪雪」を思わせるものとな りました。また、3月

H日 に発生 しました東北地方太平洋沖地震では大勢

の方々が被災されました。お見舞いを申し上げます

とともに、お亡 くな りになられた方々にお悔やみを

申し上げます。 .

近年は世界各地で異常気象現象や地震、火山の噴

火などが発生 しています。多 くの人が生命や財産を

失う悲惨な災害も発生 していることから、現在策定

中の 「地域防災計画」の改定を一刻 も早 く進めると

ともに、改めて危機

管理の徹底、危険を

予知 し被害を防 ぐた

めの日常の備 え、地

域 ぐるみの連帯 した

取組みの重要性を噛

み しめて、安全に安

心 して暮 らせ るまち

づ くりを進めます。

お ト

‐

「市政運営の三原則」
(1)クリーンでオープン・開かれた市政
(2)公平で平等、格差のない市政

(3)みんなで参加する市民目線の市政

座右の銘
しせいてんにつうず

「至説通天」
誠実に努力すれば、天も味方をし、

よい結果がでる

広報ながはま 2011年 4月  2
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平成23年度予算の樹要
予算とは、 1年間でどのくらい収入があるのか、どのように行政サービスを行うのかを計画し、そ

の費用 (支 出)を見横もったものです。

平成23年度予算は、前年度の6月 補正による本格予算と比較すると、一般会計では、約 2億円、

O.40/0の減となっています。全会計を合わせると、約8.8億円、0.9°/0の増となりました。

翻 口聾 特別会計295億円
回民健康保険、介護保険など

一般会計とは区別を要する会計

企業会計168億円
水道、病院など料金収入で
運営している事業の会計

歳入総額 495億 円 歳出総額 495億円

人件費
76億9,914万円

公債費
フ2億6,409万円

||■ ‐!|■
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扶助費
99億5,346万円

繰出金
4フ億 1万円

一
般
行
政

。
そ
の
他
経
費
０
，
７

義
務
的
経
費
酬

自
主
財
源
棚

依
存
財
源
酬

09万円諸収入

市税
175億5,363万円

その他 21億5,954万 円
,■ ■  |||| 

―
||li  411 1

地方債
43億8,860万円

市民一人当たりの市税負担額※

139,フ 18円
内訳)個人市民税41,89フ円、固定資産税65,693円など

市民一人当たりが受ける行政サービス額※

393,995円
内訳)福祉・医療など138,620円、道路・公園など30,司 46円など

450千円2H H23末2末 千円464 →

市民一人当たりの市債残高※
(一般会計)

差千驚景冠藍茜習濠鷲落冒斯遷岳属長命鵡 巧疑〕霊。'636人
で算出

市税

¬

02億 5,653万円
メ乎来への負担を軽減するため、

によ

景気低迷に

(前年度との比較増減)

3万円
まえ個人市民

主な市税

公債費

公債費の削減を図る繰上げ償還

人件費

地方交付税

015億 8,463万 円
税収の伸びが見込まれ/0ため交
付税は減額が見込まれる。
(対前年度比△司¬1%)

よる生活保護扶助が
'曽

大し、社
会保障扶助費が増。

(対前年度比十¬620/0)

地方債

010億 6,500万 円
合併特例債、臨時財政対策債が
増。汚来の世代に過度の負担を
残さないよう、事業の選択によ
り発行額を,日制した。

(対前年度比+320%)

税や法人市民税の増収が見込ま
れる。

(対前年度比+54%)

市民税(個人)52億6,389万円
市民税(法人)28億9,① 03万円
固定資産税 82億 5,342万円
市たばこ税  6億 2,389万円

を実施。    ・

(対前年度比△34%)

保育・教育施設整備、道路・河
川整備等の重点化による増。

(対前年度比+853%)

その他 6億9,710万円

る給与改定によ/o河。

(対前年度比△司3%)

扶助費

f~)

○
歳
入

歳
入
に
つ
い
て
は
、
景
気
の
回
復

等
を
踏
ま
え
、
市
税
で
５
．
４
％
の
増
加

を
見
込
み
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
活

用
や
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
を
原
資

と
し
た
基
金
の
活
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
財
源
確
保
に
努
め
、
財
政
調
整
基

金
の
取
り
崩
し
を
回
避
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

Ｏ
歳
出

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
職
員

数

の
削

減
等

に
よ

り
人
件
費

で

‐
，
３
％
ヽ
前
年
度
繰
上
償
還
を
行

っ
た

公
債
費
で
３
，
４
％
の
減
と
な
り
、
さ
ら

に

一
般
行
政
経
費
の
節
減
や
特
定
財

源
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も

手
当
や
著
し
い
伸
び
が
予
想
さ
れ
る

社
会
保
障
経
費

へ
の
措
置
を
行
い
ま

し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
事
業

の
重
要
性

・
緊
急
性
を
考
慮
し
、
予

算
の
重
点
化
を
図
り
ま
し
た
。

経
済
対
策
の
実
行

平
成

２２
年
度

１２
月
補
正
予
算

か

ら
、
現
下

の
経
済
状
況
を
考
慮
し
、

道
路
や
河
川
な
ど
の
基
盤
整
備
事
業

の
前
倒
し
や
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
な
ど
、
市
域
経
済

の
活
性

化
や
雇
用
促
進
に
資
す
る
事
業
に
つ

い
て
追
加
計
上
し
、
対
策
を
講
じ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

３
月
補
正
予
算
で
は
、
今
後
に
お

い
て
も
経
済
対
策
を
継
続
す

る
た

め
、
新
た
な
基
金
造
成
等
に
よ
り
財

新
た
な
基
金
造
成

・
緊
急
経
済
活
性
化
対
策
基
金

（新
事
業
へ
の
意
欲
の
あ
る
中
小
企

業
者
等
の
支
援
、
住
宅
建
設
の
促

進
を
目
的
と
し
た
事
業
に
充
当
）

。
中
心
市
街
地
活
性
化
基
金

（中
心
市
街
地
の
活
性
化
事
業
に

充
当
）

・
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
基
金

（自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
導
入

な
ど
の
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
に

充
当
）

・
山
間
へ
き
地
医
療
体
制
強
化
基
金

（山
間

へ
き
地
の
医
療
資
源
の
確

保
及
び
充
実
、
医
療
機
関
連
携
の

維
持
強
化
事
業
に
充
当
）

・
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
基
金

（青
少
年
健
全
育
成
、
Ｄ
Ｖ
等
相

談
、
学
校
不
適
応

・
不
登
校
児
童

の
支
援
事
業
等
に
充
当
）

基
金
積
立

・
教
育
施
設
整
備
基
金

・
地
域
福
祉
基
金
　
　
　
　
　
　
、

安
全
安
心
な
教
育
施
設
の
整
備

神
照
小
学
校
整
備
事
業

（校
舎
増

築
）
、
神
前
幼
稚
園
改
築
事
業

（園
舎
改
築
）

団
財
政
課

（金
６
５
１
６
５
０
５
）

予
算
の
ポ
イ
ン
ト

一
般
会
計
予
算
の
特
徴

平
成
２２
年
度
３
月
補
正
に

‐７
億
円
を
計
上

源
を
予
め
確
保
し
た
う
え
で
、
一屋
用

や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
市
民
生
活

の
安
全

。
安
心
に
向
け
た
対
策
を
、

平
成
２３
年
度
予
算
と
併
せ
て
切
れ
目

な
く
行
い
ま
し
た
。

各会計別予算額 注 :端数処理の関係で合計が含致しない場合があります。

※次ページからラ算の具体的な使い道を、長浜市基本構想の柱 (戦略テーマ等)に即してお知らせします。

〔）

持続可能な行財政運営の取り組み
～歳入 。歳出の見直し～

市役所の内音[努力によるもの

人件費、事務事業の見直しヽ経費の削減など

歳出の削減

資産売却や不動産の活用によるもの
市有財産の処分等の推進、広告事業の推進

公債費の削減や料金などの見直 し
公債費繰上償還の実施による効果

歳出の削減

幼稚園保育料の改定

03億 5,000万円03億 1,800万円

一般会計 495億円 497億 188万 円 △2億 188万円 △0.4%
国民健康保険 117億6,400万 円 117億6,000万 円 400万円 △0,1%
診療所 5億 3,400万 円 5億4,000万 円 △600万円 △ 1.1%

0万円 100万 円 △ 100万円 △ 100.し
10億 21900万円 11億8,000万 円 △ 1億 5,100万円 △12.8%

介護保険 89億71500万円 85億61400万 円 4億 1,100万円 4.8%
休日急患診療所 3,400万 円 2,700万 円 700万円 25.9%
公共下水道事業 50億7,800万円 51億 1,990万円 △4,190万 円 △0.8%
農業集君排水事業 15億円 13億3,100万 円 1億6,900万 円 12,7%
浅井簡易水逼事業 2億 2,400万円 4億7]450万円 △2億5,050万 円 △52.8%
潮北簡易水逼事業 1億 300万円 9,800万 円 500万円 5.1%
木之本簡易水道事業 31500万円 3,600万 円 △ 100万円 △2.8%
余呉簡易水道事業 1億 1,800万円 8,900万 円 2,900万円 32.6%
西浅井簡易水道事業 9,400万 円 9,500万 円 △ 100万円 △ 1.1%

特
別
会
計

特別会計合計 294億8,800万 円 293億 1,540万円 1億 7,260万円 0.6%
収益的収支 3偏 2,400万円 3偏 1,900万円 500万円 1.6°/O木之本・高月

水道事業 資本的収支 1億3,900万 円 1億858万円 3,042万円 28.O°/O

収益的収支 142億 7,500万円 140億3,900万 円 2億3,600万 円 1.7%
病院事業

資本的収支 16億 1,448万円 9億9,923万 円 6億 1,525万円 61.6%
4億6,800万 円 4億4,700万 円 2,100万円 4,7%

老人保健施設事業
2 589万円 2 308万円

1

281万円 12.2°/。

168億4,638万 円  159億3,589万 円   9億 1,048万 円

企
業
会
計

5.7%企業会計合計

9,200万円e,800万円

広報ながはま 2011年 4月  4

歳入の確保歳入の確保
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3.I育てと学びの環境を充実します 病義竪協議乖曇署透
鐸霧亀遣

特色ある教育の推進

!11

'増

団幼児教育推進事業
【教育指導課            457万 円】
幼児期の教育内容の充実を目指 し、小学校へつなぐ

学びの基盤の育成に取 り組みます。
・知的好奇心や思考力の芽生えを育む教育環境の充実
・身体の感覚や集中力・記憶力を養い、学びへの意欲

を高める環境や教材の開発

□輝らリプロジエクト推進事業
【教育指導課           1,700万 円】
各小・中学校で実施する地域の自然や伝統文化産業、

先人の偉業など、多様な特性を活か した学校独自の教
育活動を支援します。
・市内全小学校(28校 )、 全中学校(13校)で実施
・地域住民、学校運営協議会との連携

雇用の促進
□『就活ナビ』事業
【間工振興課             65万 円】
就職活動中の学生・求職者と市内の企業のマッチン

グを図ります。
緊急雇用創出特別推進事業
【商工振興課         4億 6,441万 円】
35事業228人雇用

,S、るさと雇用再生特別
【商工振興課
31事業52人雇用

推進事業
2億 797万円】

住宅建築を支援
団緊急地域経済対策住宅新築等促進事業
【商工

場
興課20万円】(事業の同知・広報経費

1市民
が行う住宅新築や転入者が行う住宅改修を市内本店業
者で行つた場合、最高で100万 円(一部商品券)を 、平成
24年度から募集方式(3年間)に より予算の範囲内で助
成を行います。
○住宅新築助成

市内在住者が新築した住宅 30万 円(限度額)

転入者の住宅新築 100万 円(限度額)

○転入者住宅改修助成
住宅改修 20万 円(限度額)

安全安心な教育環境整備
小学校施設改修整備事業
【教育総務課           9,460万 円】
安全安心な学校生活を確保するため、学校施設の改

修整備を図ります。
・南郷里小学校 エレベーター設置等

北郷里小学校 トイレ改修等

トイレ改修(イ メージ)→

神前幼稚国移転改築事業
【教育総務課            2,300万 円】
【H22～ H23、 4億円】
園児がいきいき学べる環境をつ くるため、老朽化の

著しい神前幼稚園の移転改築を進めます。

学校給食センター統合整備事業
【教育総務課         6億 4,712万円】
【H23～ H24、 21億4,912万 円】
長浜・びわ 。虎姫の給

食センターを統合 し、炊
飯施設を備えた新給食セ
ンターを建設 します

▲高時地区地域づくり協議会設立総会の様子

□地域づくり協議会事業
【市民自治振興課         1,266万 円】
地域づくり協議会において活発なまちづくり事業が

行われるよう、特色ある独自の取り組みに対する支援
を強化します。
<参考 >
H22年度末現在協議会設立 16地区

自治会館建設補助事業
【市民自治振興課         1,031万 円】

自治会館の建設およびバ リアフリー化改修に補助し
ます。

▲長浜まちづくり100人

□広報広聴活動事業     
委員会の様子

【企画広報課           2,260万 円】
広報紙を充実する等、積極的で分かりやすい情報提

供を進めます。
市民と市長が直接意見交換できるよう、座ぶとん会

議の取り組みを継続します。

団※山村・過疎地域の振興
【北部振興局地既活性化室】
特色ある地域づ くりを進めるため、山村地域等の総

合的な振興計画を策定します。

本年度の予算を使つて行われる取り組みの一部を紹介します

*記号の説日月 □新しい事業、ロレベルアップした事業、※ゼロラ算事業

共助の取り組みを支援 開かれた市政の推進

□市民参画機会の充実
【企画広報課】
長浜まちづくり100人委員会

の取り組みを充実させ、市政へ

の市民意見の反映に努めます。
あわせて、パブリックコメン

ト等制度を見直す等、市民の市
政参画機会を充実します。

…
君再地区地域づく巧協議会設立総会

う  0

,́  ①

学校給食センター完成ラ定図

子 育 て 世 代 を 支 援
□保育所施設整備支援事業
【子育て支援課

歩 .. 災害に強いまちづくり
ケ′佐子う」

雪寒・治水対策
河川改良事業 【道路河川課     7,762万 円】

昌攀辞婆峯璽1遷露蒜〕Ⅲ祭
醐 耳億&33と号出

河川の改良、急傾斜地崩壊対策、雪寒対策など、市
民生活の安全確保を図ります。

1高齢者を支援
:□地域介護・福祉空間整備事業
|【高齢福祉介護課       3億 5,580万 円】

介護施設の建設に対して補助します。
・特別養護老人ホーム
・認知症高齢者グループホーム
・認知症対応型デイサービスセンター

しようがい者(児)を支援
団在宅重度しようがい者通所生活訓練援助事業交

通費助成事業 (た いこ教室)

【しようがい福祉課         105万 円】
車度心身しょうがい者の通所施設 (た いこ教室)、 ヘ

の通所交通費の一部を助成します。

□人工透析患者通院交通費助成事業
【しようがい福祉課         168万 円】
人工透析が必要なじん臓機能 しょうがい者に、通院

に要する交通費の一部を助成します。
・長距離通院者等に助成を拡大。

19万円】

1億9,463万円】
民間保育園の施設建設に補助します。

□ 保育所整備事業
【子育て支援課
北保育園増築 纏群勤、さくら崩 F儡 院

□ 在宅育児者支援事業
【子育て支援課
児童虐待の防止 と、子育て不安や育え糖環胤層留を

図るため、保育所
います。O歳 6か

での一時預か りと育児相談事業を行
月から 1歳 6か月の乳児を養育する

保護者対象。

1.住民自治を確立します
市民と行政の協御を推進する取り組み

住民組織の自立、共助の取り組みの強化

4・若い人たちが定住できる環境を整えます
若い人たちがこの地域に定住てきるよう、就
職支援など雇用対策を実施c子育て世代の人
たちが快適に過こせるよう、育児支援を実施。

2・安全で安心して喜らせるまちをつくります景暑孔錨鰭F勢畳        嘉纂
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7・市民の誰もがいきいきと活躍できるまちをつくります
地域づくり活動の拠点整備や、その取り
組みに対しての支援を実施。文化・スポ
ーツ施設の整備及び有効活用の検討

地域活動の支援
□『女寸馬市』友好のまち交流事業
【高月支所地域振興課         50万 円】
雨森芳洲先生ゆかりの地として、旧高月町で交流を

行ってきた長崎県対馬市と、引き続き交流を行います。
□『たつの市』交流事業
【湖北支所地域振興課         31万 円】
ル

'J坂

甚内安治候ゆか りの地 とし
て、旧湖北町で交流を行つてきた兵
庫県たつの市と、引き続き交流を行
います。

↑対馬市の皆さ
通信使を再現

んと朝鮮

団公民館整備事業
【生涯学習 と文化スポーツ課   3億 620万円】
地域住民の身近な学習と交流の活動拠点である公民

館の整備をします。
・南郷里公民館、西黒田公民館

文化 =スポーツの振興
□ 市民プール移転整備事業
【都市計画課           3,000万 円】
神照運動公国内のプール整備を進めます。

プール移転整備に至るまでの経過   :
神照運動公園の第2期整備は、「健康増進施
災拠点」として整備を計画し、現在は
囲で整備しています。一方で、豊公園
が整備後30年以上経過し、老朽化が

、着
で

つ

□市民文化ホール活用検討事業
【生涯学習・文化スポーツ課      6万 円】
市内に8つ ある文化ホールの今後の活用方法につい

て、委員会を設置して検討を進めます。

/~i)

↑ミスたつのとゆる
キヤラ

公 公

に

園に
含ヒんヾ

憩ヽ
でき

の千ラタ車云 築換

`申

よる 早期 成 取機 発 揮

―ルを神照運動
健康増違、防災
り組みます。

8・未 来 を 立 え る た く ま しい 経 1清昼 盤 を つ く り ま す  怪

来を見据えた成長産業の振興、付力D
I面値の高い新しい農林水産業の振興
産業を支える都市基盤の整備

産業振興の支援

露堅留離鑑祭
業振興ビジョン」策定事業

 493万円】

腔 99昇し乙       

長期的な産業

|:百稼盪参議雰撃蓼釜雀壱喜写と〔摯言芦裂Ⅲ接彗軍累
はま3月 15日 号 3頁をご覧 ください)

広域交通墨盤の整備

腱禦邸罰1為
城スマーⅢIC設置事芦

来露悲盆絵暴皇誓慨ち全着F記窪旨勤筆竃庭援好生て
インターチェンジの新規設置を推進します。    か。、

道路事業
主要幹線道路整備事業
【道路河川課

担金

業

3億9,760万円】

1,444万円】

改良・紳能など、都ギ弘観 と
努 め

の

す

都市基盤の整備
統合型GIS整備事業
【都市計画課          1億 400万円】
【H23～ H24、 2億400万 円】
市全域の地理情報システムを整備し、道路整備、農

地保全などに活用することにより、サービス向上を図
ります。※
曽置甜%誓巽彊甦拠モ准l上下水道課】

に基づき、上水道事業の広
域化に向けて取 り組みます。また、将来的な経営基盤
の強化を図るため、公共下水道事業、農業集落排水事
業の効率的な運営を検討します。
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*記号の説日月 □新しい事業、ロレベルアップした事業、※ゼロ予算事業

文化的景観の保護 公共交通対策

←デマンドタクシー

交通対策事業
【都市計画課交通対策室    2億 6,726万 円】
路線バス、デマンドタクシーの運行確保のため、路

線バスの運行補助、更新補助をします。
□ 公共交通利用促進事業
【都市計画課交通対策室        55万 円】
バス利用促進のため、自動車運転免許証返納者にバ

ス回数券の交付等を行います。
□ 虎姫駅券売機設置事業
【都市計画課交通対策室  762万円】
鉄道利用者の利便性向上のため、JR虎

姫駅に自動券売機(ICOCAチ ャージ対
応)を 設置し、既存の ICOCAチ ャージ
機をJR高月駅に移設します。

←四足門 (西浅井町菅浦地区)

□文化的景観保存整備事業
【文化財保護センター        200万 円】
人々の生活や地域の風土により形成された奥琵琶湖

の景観を保存するため、順次調査等を実施します。
・西浅井町盲浦地区

観光
浅井三姉妹博覧会事業
【観光振興課          2億 716万円】

『江・浅井三姉妹博覧会』 を通 じ、観光客の誘致、
地域経済の活性化を図ります。 (博覧会実行委員会、長
浜城歴史博物館により実施 )

環境都市づくり

□地球温R妥化防止対策事業
【環境保全課           7,300万 円】
公共施設のエコ改修、自然エネルギーの活用実証を

行います。
・図書館等空調改修、断熱工事
・小水力発電設備設置
・電気自動車によるエコカー啓発
□低炭素社会構築事業

【環境保全課           1,650万 円】
低炭素社会づ くりを加速させるため、環境に配慮 し

た取 り組みを積極的に支援します。
・太陽光発電システム設置補助の増額
・太陽熱温水器設置補助の新設
・小型風力発電システム等への設置補助

森林の保全
団『森づくり計画』策定事業
【田園森林整備課          100万 円】
市民と行政が一体 となつて木を育て、守 り、活かす

長浜を目指 して、下記の基本施策を遂行するための計
画を策定します。

基本施策
・山の保水力向上、里山保全のための森づ くり
'市民が参画する森づ くり
。湖北産木材の利用促進
・市有林の整備・活用など森林の利用拡大
・林産物 (わ らび、ぜんまい等)の利用促進
森林組合の育成強化

(写真 :滋賀県森林I文策課提供)
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▲自動券売機
(ICOCAチ ャージ対応)
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行財政改革

市 民 と 行 政 と の 協 働 ・ 連 携 に よ る 地 域 社 会 づ く り

多様な地域の課題に迅速・柔軟に対応 したまちづ くりを進めるため、様々な分野で、市民 と行政 との 「協

働・連携」により、活力に満ちた地域社会づ くりを進めます。

行財政改革

締ダ

シリーズ                             |.#十 1ヽ″冑||

『子どもたちと 新しい長浜市の未来のために』

―行政改革大綱、行政改革アクシヨンプランを策定しました。一

市では、これからの新しい長浜市を倉1造 していくための基盤を確立するため、「長浜市行政改革大綱」と、

具体的な取組計画を定めた 「長浜市行政改革アクションプランJを策定しましたので、その概要についてお

知らせします。 (詳細は、市ホームページ等でお知らせします。)

改革の桂と主な取組内容
「行政運営の改革」「財政運営の改革」「組織機構の改革と人材育成」「市民と行政との協働・連携による地域

社会づくり」の4つの柱のもと、以下の「推進項目」ごとにアクションプランを策定し、取組みを進めます。

行 政 運 営 の 改 革

高度化 。多様化する市民ニーズに応えていくため、事務事業やサービスのあり方を見直すとともに、行政

と民間との適切な役割分担を図り、行政運営の改革を図ります。

推進項目

回公共施設の計画的見直し

図外郭団体の見直し

図民間活力の活用

日事務事業の整理と合理化

日広功行政の見直し

日行政サービスの質的向上

財 政 運 営 の 改 革

厳しい財政状況のなか、財政の健全化を図り、未来にツケを残さない持続可能な行財政経営を確立するた

め、中長期的な視点に立ち、計画的に財政運営の改革を進めます。

推進項目

図地方債残高の削減

図税源のかん養と収納率の向上

回受益者負担の適正化

図未利用財産の有効活用

日負担金・補助金の見直し

日特別会計・企業会計の健全化

組 織 機 構 の 改 革 と 人 材 育 成

12万都市に求められる市政運営を可能とするよう、本庁・支所の適正な配置や計画的な職員数の削減、ま

た、職員の意識改革や者【市経営能力の向上など、組織機構の改革と人材育成に取組みます。
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改革の期間
平成23年度から平成26年度までの4年間で集中的に取組みを進めます。

改革の目標
以下を改革全体の総括指標とし、アクションプランごとに目標を設定します。数値化が難しい項目につい

ても目指す状況や状態を目標として設定します。

財政健全化指標
①経常経賢の削洒
⑥公債費負担比率

SO億円以上 ②経用引叉支比率
15°/。以下  ④将来負担比率

85°/。以下
70°/。以下

職員削減数 60人以上の削減 (平成23年 4月 1日 から4年間で)

改革の着実な進行

今後、改革の成果や進行状況について、定期的に市民の皆さんにお知 らせ し、 ご意見をいただ くことで、

取組みの内容や項 目を見直 しながら改革を着実に進めます。

合併2年 目となる市政を着実に推進し、市民ニーズや新たな行政課題に対応するため、市役所のしく
みや課の名前、課の仕事の内容などの組織機構を4月 から一部改正しました。
組織機構の主な改正点は、次のとおりです。

■暮 らしの安全安心に向けた体制の確立
①暮らしの安心と身近な市政を推進するため、あらたに「北部振興局Jを木之本支所庁舎内に設置し

ました。北部振興局内には、市内北部全体の地域振興を担う「地域活性化室」と、農林や道路河川
の整備などを担 う 「農林土木整備室」を設置 しました。

②防災危機管理体制を強化するため、「防災危機管理課」を設置しました。           歩
1、

③農作物への鳥獣被害への汀応に向け、農政課内に「鳥獣害対策室」を設置しました。

■長浜市の未来成長に向けた取組の推進
①市の成長戦略や重要な政策課題に対する方針等を調整し、より機動的で効果的な施策の推進を図る

ため、市長直轄の 「市長戦略室」を設置しました。
②長浜駅周辺地区の都市開発事業を本格的に進めるため、都市計画課内に「長浜駅周辺整備推進室」

を設置しました。

■事務事業の見直 し等による組織の見直 し
①多方面にわたる農林水産業務を着実に進めていくため、農林水産課を分課し、「農政課」と「田園

森林整備課」に再編しました。
②高月支所と木之本支所の産業振興課と建設課を「産業建設課」として統合しました。
③未利用財産の利活用などに積極的に取り組むため、総務課内に「財産管理室」を設置しました。
④上記のほか、次のとおり組織名称を変更しました。

ぞぢ鬱 日ll 変 更 後

新市政推進戦 P各課 企 画 広 報 課

情 報 シス テ ム 推 遅 課 情報政策課
建 築 課 建築住宅課

本之不健康推進事務 P片 北 ]i健康 経 運 セ ン ダー
入

木 之 フlヽ 1也 助 包 }古支 援 セ ンタ ー 北 罰
`オ

u以包 猫 更 子差セ ンダ ー

〇

◇

推進項目

日本庁と支所の見直し

図組織機構の再編・整備

図職員数の適正化と総人件費の抑制

区 人材の育成

ヽ

一

′ 帝
※事務所の位置が、本之本支所庁合内から保健

センター高月分室内に変わります。
固
十
一

一一一一一一

"

推進項目

日協働・連携の推進

日市民参画の推進

日透明で信頼される市政運営の推進

2

3
1

4

4月 から市役所の組織機構が変わ りました

0
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地球温暖化地球温暖化

2020年には25%オフ

近
年
、
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
異
常
気
象
が
世
界
各
地
で
起
き
て

い
ま
す
。
昨
年
１０
月
に
起
き
た
奄
美
大
島
の
豪
雨
や
今
年
の
豪
雪
な
ど
も
そ
の
影

響
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
然
災
害
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
そ

の
発
生
の

一
因
と
考
え
ら
れ
る
温
暖
化
を
こ
れ
以
上
進
め
な
い
こ
と
、
そ
し
て
温

暖
化
対
策
を
少
し
で
も
早
く
、
か
つ
、
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。
そ
ん
な
思
い
を
持

っ
て
つ
く

っ
た
の
が

「長
浜
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（区
域
施
策
編
逹

で
す
。

答
申

ア
ン
ケ
ー
ト

３
月
１
日
、
藤
井
市
長
は
、
長
浜

市
環
境
審
議
会
の
富
岡
会
長
か
ら
長

浜
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（区

域
施
策
編
）
の
策
定
に
つ
い
て
答
申
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
で
は
そ

の
答
申
を
尊
重
し
、
地
球
温
暖
化
対

策
の
方
針
を
定
め
た
長
浜
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
（区
域
施
策
編
）を

つ
く
り
ま
し
た
。

市
民
会
議

平
成
２２
年
度
は
、
学
識
経
験
者
、

関
係
団
体
の
代
表
者
、
公
募
市
民
の

‐４
人
で
構
成
す
る

「長
浜
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
（区
域
施
策
編
）策

定
市
民
会
議
」
を
設
置
し
、
計
画
素

案
の
検
討
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。市

民
会
議
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
や
市
内
で
排
出
さ
れ
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
状
況
（グ
ラ
フ
２
参
照
）を
ふ

ま
え
、
課
題
や
対
策
を
検
討
し
、
フ

ー
ク
シ
ョ
ツ
プ

で
理
念
や
方
針
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

最
後
と
な

っ
た
昨
年
１２
月
の
第
５
回

会
議
で
素
案
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、
パ
ブ
リ

ッ
ク

コ
メ
ン
ト

で
９
人
か
ら
５２
件
の
ご
意
見
を

い
た

だ
き
、
素
案
を

一
部
修
正
し
て
計
画

案
を
つ
く
り
ま
し
た
。

計
画
は
平
成
２‐
年
度

か
ら
２
年
間

か
け
て

つ
く
り
ま
し
た
。
平
成
２‐
年

度
は
、
市
民
や
事
業
所

の
皆
さ
ん

の

地
球
温
暖
化

に
対
す
る
意
識
や
意
見
、

日
々
の
活
動
状
況
な
ど
を
把
握
す
る

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

１８
歳
以
上

の
市

民
約
１
２
０
０
人

に
送
り
、
そ

の
３

分

の
２
に
あ
た
る
約
８
０
０
人

か
ら

回
答
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、

事
業
所
は
１
１
４
社

に
送
り
、

４８
社

か
ら
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

中

で
も
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め

に
必
要
な
取
組
を
聞

い
た
質
問
に
は
、

市
民

の
皆
さ
ん
は

「自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー

の
利
用
推
進
」
、

「省

エ
ネ
行
動

の

推
進
」
、

「
ご
み
の
３
Ｒ
の
推
進
」
を
、

事
業
所

の
皆
さ
ん
は

「
ご
み
の
３
Ｒ

の
推
進
」
、

「省

エ
ネ
行
動

の
推
進
」
、

「従
業
員

へ
の
環
境
教
育
」
を
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

（グ
ラ
フ
ー
参
照
）

!す   ~

▲藤井市長へ答申書を手渡す富岡会長(左)

Q.地球温暖化防止のために必要だと考える取組 (複数回答)

太陽光 風力発電などの自然エネルギーの利用を進める

家電製品などのエネルギー効率を向上したり、省エネ型家電への買い替えを進める

ライフスタイルを見直し、省エネを心がける

事業所や工場などにおいてエネルギーを効率的に使用する

自転車や公共交通機関を利用するなどし、自動車の使用を控える

ごみの発生抑制、ものの再使用 再資源化に努める

森林 緑地整備を行い、三酸化炭素を吸収する縁を増やす

森林整備により発生する間伐材などの本質資源を有効Tl用する

住民だけでなく、一時滞在者を巻き込んだ取り組みを展開する

環境教育 環境学習の機会を増やす

環境についての情報を広く普及させる

環境税の導入や、優公菩車 低燃資自動車購入への優遇措置など、経済的取り組みを強化する

その他

無回答

88%

192,6

101%

06%
0% 10% 20%

太陽光 風力発電などの自然エネザレギーの利用を進める 292%

事業所や工場などにおける設備機器 生震ラインなどを見直し、省エネに努める

事業所や工場などにおける従業員の行動を見直し、省エネに努める

通勤 外出時に自転車や公共交通機関を利用るすなとし、自動車の使用を控える

ごみの3R活動に努める

こ酸化炭素を1及収する線を、事業所や工場の数地内に増やす

従業員に対し、環境に関する教育の実施に努める

環境に関する取り組み状況を広く一般に広報する

カーポンオフセットや国内クレジット制度に取り組み、フ1出 される潟室効果ガスについて相殺する

その他

無回答

1259る

63%

42%

83%

63'る

00%
0%

200%

200% け Υ
)

駆雛瓢
温室効果ガス総排出量の推移

計9700        計9892       計9405

現
状
と
課
題

２
０
０
８
年
度
の
長
浜
市

の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、

９４
万
ト
ン
で
、

基
準
と
し
て
い
る
１
９
９
０
年
か
ら

比

べ
る
と
約
３
％
、
３
万
ト
ン
少
な

く
な

っ
て
い
ま
す
。
部
門
別
に
見
る

と
産
業
部
門
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
民
生
業
務
部
門

や
家
庭
部
門
、
運
輸
部
門
で
増
加
し

て
い
ま
す
。

課
題
は
、
そ
う

い
っ
た
増
加
部
門

へ
の
対
応
と
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見
の

多
か

っ
た

「省

エ
ネ
」

。

「自
然

エ

不ヽ
ル
ギ
ー
」

。

「
ご
み
の
３
Ｒ
」

へ

の
取
組
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
は
ＣＯ
を
吸
収
す
る

森
林
が
多
い
こ
と
か
ら
、
森
林
に
よ

る
吸
収
機
能
を
最
大
限
に
活
用
す
る

こ
と
も
課
題
で
す
。

３
つ
の
理
念

市

の
温
暖
化
対
策

の
方
向
性
を
示

し
、
想

い
を
共
有
す

る
た
め
、
市
民

会
議

で
の
意
見
を
ふ
ま
え
、
３

つ
の

理
念
を
掲
げ
ま
し
た
。

０
自
然
を
い
か
す

豊
か
な
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
そ
の
恵
み
に
感
謝
し
、
い
か

す
心
を
も
つ
こ
と

０
文
化

・
歴
史
を
大
切
に
す
る

昔
な
が
ら
の
い
い
も
の
を
学
び
、
継

承
し
、
大
切
に
す
る
心
を
も
つ
こ
と

０
自
律
と
つ
な
が
り

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
行
う
気
持
ち

を
持
ち
な
が
ら
、
み
ん
な
と
連
携

し
て
い
く
心
を
も
つ
こ
と

ま
た
、
そ
の
理
念
に
基
づ
き
、
部

門
ご
と
に
取
組
方
針
を
掲
げ
る
と
と

も
に
、
市
の
特
性
や
課
題
を
ふ
ま
え
、

市
民

・
事
業
者

・
市
が
協
働
し
て
取

り
組
め
、
地
域
の
活
性
化
が
期
待
で

き
る
も
の
と
し
て
、
次
の
３
つ
を
重

点
施
策
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

重
点
施
策

０
な
が
は
ま
産
の
活
用
と

地
産
地
消
の
推
進

地
元
の
も
の
を
地
元
で
活
用
す
る

こ
と
で
、
輸
送
に
か
か
る
Ｃ０２
削
減
と

森
林
と
農
地
の
適
正
保
全
に
よ
る
ＣＯ

削
減
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

０
な
が
は
ま
版
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
づ
く
り

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
や
自
転
車
利
用
な

ど
ＣＯ
を
出
さ
な

い
交
通
の
整
備
を
行

い
、
長
浜
の
自
然
や
歴
史

。
文
化
を

感
じ
る
観
光
を
推
進
し
、

Ｃ０２
削
減
を

図

っ
て
い
き
ま
す
。

●
な
が
は
ま

「楽
エ
コ
」

チ
ャ
レ
ン
ジ
作
戦

各
家
庭
で
楽
し
く
、
楽
に
取
り
組
め

る
基
準
を
つ
く
り
、
毎
日
続
け
る
こ
と

で
Ｃ０２
削
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

削
減
目
標

重
点
施
策

の
ほ
か
様

々
な

こ
と

に

取
り
組
み
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量

を
国
と
同
じ
よ
う

に
２
０
２
０
年
度

に
１
９
９
０
年
度
比

で
２５
％
削
減
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

回
環
境
保
全
課
（金
６
５
１
６
５
１
３
）

▲ワークショップで2020年 の長浜の姿を
検討する市民会議のメンバー
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地球温暖化とは、C02(二 酸化炭素)な どの温室効果ガスの濃度が増加し、地表面の温度が上昇すること
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市民

民生家庭90,9

民生家底1440

民生業務 1570

慶業 4524
産業 4968

産業 6307

連輪 2024

1990年 度

2005年度

2008年度

事業者



曳山まつり 県議会議員一般選挙、地域まちづくリプラン (案)パブコメ

4月 10日 (日 )は、滋賀県議会議員一般選挙の投票日です
投票時間はフ時から20時まで
(た だし、第 106投票所 (摺墨多目的集会所)及び第 115投票所 (中河内集会所)は 19時 まで )

投票できる人
【年齢要件】平成3年 4月 11日 以前に生まれた人 (満 20歳以上)

【住所要件】平成22年 12月 81日 以前に転入届がなされ、引き続き3か月以上長浜市にお住まいの人
※長浜市内から滋賀県外へ転出された人は投票できません。また、県内の他市町に転出された人について

は、引き続き県内に住所を有している証明書が必要になります。

期日前投票
投票日に仕事や旅行、冠婚葬祭など何らかの用務で投票所へ行けない人は、期日前投票をしましょう。

【期間】4月 2日 (土)～ 4月 9日 (土)   ※ぉ越しの際には、3月末に配布しました投票
所入場整理券をお持ちください。 (万が一、【時間】8時 30分～20時
入場整理券を無くされても投票はできます。)【場所】本庁および各支所

じPf ビSΨroP打

＜
昨
年
の
曳
山
ま
つ
り
か
ら

春 日凸(本町a)
月宮殿(口 町a)

諫誠山(雅P堂市伍)

青海山(北翻丁伍)

釣女―戎詣恣釣針

姫山姥一人萱加廓新

本童四海淀

工藻前暁狭一重本体の場

⌒年の出呑山と子ども歌弁伎のクト超

4ガ 9汀 (■)～ 17日 r汀)

子ども歌舞伎の始まりに、一番山の毅台で三

番空を演じることになった筒井くんは、「山車
巡りをするくらい曳山まつりが大好きです。本

番で失敗しないようにしつかり練習をしたいで

す。」と決意を語つてくれました。
子ども歌舞伎と合わせ、大貴くんが演じる三

番空が楽しみですね。最高の演技ができるよう
にがんばってください。

■本日(15日 )の子ども歌舞伎開演場所

ｒ
今
年
の

【郵便等による不在者投票】
身体に重度のしょうがいのある人や、介護認定で 「要介護 5Jと 認定された人は、自宅で郵便等による不在者投票を

ができます。郵便等による不在者投票をするには、事前に 「郵便等投票証明書Jの交付を受けていただいたうえで、市
委員会事務局へ投票用紙を請求していただ く必要があります。また、投票用紙の請求については期限が定 まっています
早めに市選挙管理委員会まで問合せ ください。
【病院等における不在者投票】
都道府県の選挙管理委員会が指定 した病院や老人ホーム等に入院・入所されている人は、当該施設で不在者投票がで

があります。当制度により不在者投票を希望される人は、施設の職員にお申し出ください。

固市選挙管理委員会 (金 65-6503)

すること
選挙管理
ので、お

きる制度

阻 跳助排醐 E崩棚朔勤卜瞬動を削
市では、昨年 1月 の 1市 6町合併を経て新たに市域となつた、虎姫、湖北、高月、木之本、余呉、西浅

井の各地域において、地域特性をいかした継続的なまちづくりを行っていくため、その振興計画をまとめ
た「地域まちづくリプラン」の策定を進めています。

このたび、各地域の「地域まちづくリプラン(案)Jを作成しましたので、市民の皆さんから広くご意見
を募集します。

【意見募集対象】
①とらひめ地域まちづくリプラン (案)②湖北地域まちづくリプラン (案)③高月地域まちづくリプラン (案 )

④木之本地域まちづくリプラン (案) ⑤余呉地域まちづくリプラン (案)⑥西浅井地域まちづくリプラン (案 )

【募集締切】4月 18日 (月 )ま で ※必着     ‐

【閲覧場所】各支所地域振興課、市政情報コーナー (本庁及び各支所)、 市ホームページ
【提出方法】任意の様式に、住所、氏名を記入して、持参、郵送、FAX、 電子メールにより各支所地域振興課へ提

出してください。(※書面での提出をお願いします。電話での間き取りは行いません。)

【意見の提出先】※資料ごとに意見提出先が異なりますのでご注意願います。

四
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①とらひめ地域まちづくリプラン (案 )

②湖北地域まちづくリプラン (案 )

③高月地域まちづくリプラン (案 )

④木之本地域まちづくリプラン (案 )

⑤余呉地助まちづくリプラン (案 )

⑥西浅井地功まちづくリプラン (案 )
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Ｂ

Π

1番 山

2番山

3番山

4番 山

1番 山

2番山

3番山

4番山

※行事や開演場所、開演時間が変更になることがあります。
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曳
山
ま

つ
り
の
主
な
行
事
※

■
線
香
晋
　
４８
時
頃
か
ら

〈各
山
組
稽
古
場
〉

■
裸
参
り
　
２０
時
頃
か
ら

（山
組
町
内
～
長
濯
八
幡
宮
～

豊
国
神
社
～
山
組
町
内
〉

■
御
幣
迎
え
　
７
時

〈長
濯
八
幡
宮
ｖ

■
神
興
渡
御
　
１０
時

（長
濱
八
幡
宮
～
御
旅
所
〉

■
鏡
取
り
式
　
１３
時

〈長
濯
八
幡
宮
〉

士曇劇

1 日

ｊ

３

水
14口
(木 )

司  士皇劇

Ⅷ 司
■
夕
渡
り
　
１９
時
か
ら

〈長
濯
八
幡
宮
～

一
八
屋
辻
〉

■
登
り
山
　
昼
過
ぎ
か
ら

〈山
組
町
内
～
長
濱
八
幡
富
〉

■
御
幣
返
し
　
８
時

〈長
濱
八
幡
宮
〉

■
観
劇
会
　
１０
時
５５
分
か
ら

〈長
浜
文
化
芸
術
会
館
〉

■
後
宴
狂
言
執
行
　
ｇ
一夜

〈各
山
組
町
内
〉

■
戻
り
山
　
神
興
還
御
の
後

〈御
旅
所
～
山
組
町
内
〉

■
神
興
還
御
　
狂
言
終
了
後

〈御
旅
所
～
長
濃
八
幡
宮
〉

■
狂
言
執
行
　
９
時
５５
分

〈長
濯
八
幡
宮
〉

■
太
刀
渡
り

・
翁
招
き
　
９
時
過
ぎ

〈長
濱
八
幡
宮
〉

団
観
光
振
興
課
（盆
６
２
１
４
１
１
１
）

11:05

12■ 0

13:15
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に¢″予
日ごろから、高い防災意識を

災害時に防災活動の中心となる自治会長や防災推進
員を対象に浅井文化ホールで防災とボランテイアの
つどいが開催されました。講演会では、◆後涌動が
予

'貝

Jされる市周辺の活断層について報告があり、震
災の恐ろしさを目の当たりにした参加者約400人は
メモをとるなど熱心に聞き入つていました。

輩 基善

伊香青少年柔剣道大会
木之本運動広場体育館で伊香青少年柔剣道大会が
行われました。これは伊香地域で柔道や剣道に励
む小中学生を対象に毎年行われているもので、今
回で29回 目を数えます。道着に身を包んだ子ども
たちは、一瞬で勝負が決まる緊張感の中、団体の
部・個人の部でそれぞれの技を激しく競いました。

モンゴルで幼稚国の先生に

*( )内 :補助率・補助限度額

1 にぎわいの街づくり事業
商店街ににぎわいを創出するソフト事業
(1/2・ 1回 目100万円、2回 目75万円、3回 目50万円)

■対象区域 :市全域

2 美しい観光地づくり推進事業
歴史 。水辺 。緑 。芸術を活かした景観づくり
(1/2・ 200万円)

■対象区域 :市全域

3 伝続的街並み景観形成事業
①商業観光推進ファサード整備事業 (1/2・ 150万 円)

②伝統的町家ファサード整備事業  (1/2・ 200万円)

③伝統的町家再生活用等整備事業  (1/2・ 500万 円)

■対象区域 :①中心市街地の一部区域、②・③は中心
市街地内の景観形成車点区

※補助対象事業や対象者など詳しい内容については、商工振興課
(奮 65-8766)ま で問合せてください。

文化語潤会
高月公民館で長浜芸術文化協会高月支部主催の
文化講演会が開かれ約60人が参加 しました。
講演会では、文化財写真家の寿福滋氏が 「近江
撮影紀行」を演題に、撮影のコツ、多くの秘仏
を撮影した時の苦労話や失敗談を披露され、会
場は大いに賑わいました。

虎御前山城見学会
古士貢と中世賊享[の保全顕彰会により設置された案内
板に従い虎御前山城を辿る見学会が行われ、県内外
の考古・城郭愛好者らおよそ60人が参加しました。
この日は、初春の清々しい天候にも恵まれ、遺構や
古墳跡を伝える案内板や講師による陣跡の解説など
に耳を傾けながら山城散策を楽しんでいました。

道の駅まつり
道の駅・塩津海道あぢかまの里で、道の駅まつ
りが開催されました。鴨肉と地元食材を使つた
千人鍋の振る舞いや、地元米を使用した昔なつ
かしのポン菓子、「西浅井を掘り起せ」のテー
マで西浅井検定などが開かれ会場は多くの人で
賑わつていました。

このコーナーは、市民の皆さんの活動の様晉やまちで見か

けたほつとな話題を紹介するページです。

あなたが見つけたおもしろいものがあれば、企画広報課広

報広聴グループ (a65-6504)ま でお矢0らせください。

支援物資を届けます
東北地方太平洋沖地震で、日常生渚を一 l舜 にして奪
われ避難生渚をおくつておられる多くの人を支援し
ようと、長浜市議会議員の有志とびわ中学校の生徒
が中心となり支援物資を被災地へ届ける取り組みが
行われました。びわ中学校体育館に集められた衛生
用品や毛布などの物資は3日 間で 10ト ン トラック3
台分。24日 に長浜を出発し岩手県へ屈けられました。

成ゃ

伝統的な建築様式の建物を保存・活用し、魅力あ

る街並みを形成する事業や、商店街ににぎわいを創

出し、誘客効果を高める事業に必要な経費の一部を

助成します。

じ
上
長

つ
子
た

な
丼
市
張
ど
リ

と
る

ｏ頑
え
わ

本
れ
た
て
違
携

日
さ
し

っ
は
に

年
深
子
ら
１
も

ｏ
ｌ

青
み
恭
か
て
ど
い

探鳥会
日差しは暖かいものの、北風が強く吹くコンデ
ィションの中、日本野鳥の会滋賀の皆さんに教
えてもらいながら、熱心に野鳥観察をしました。
キツツキの仲間のアカゲラや、田んぼで見え隠
れするタシギを見つけ、「どこどこ ?」 「あつ動
いた I」 と歓声が上がつていました。

― リツな教民緑
ど 卜ど室館
り °

にがと
の参掛開湖
花加け催北
を者たさ公
バはりれ民
スジし42館

つ
の
作
品
を
作

っ
て
い
ま
し
た
。

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ツ
ト
教
室

づ
く
り
啓
発
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
、
六
荘
公

で
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ツ
ト

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
壁
や
塀

て
楽
し
む
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ

ユ
リ
ア
ン
や
ビ
オ
ラ
な
ど
色
と

ケ
ツ
ト
に
植
え
込
み
、
世
界
に

壁1._P
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衛生

てl

隠

言
み
②
婦
込
み
②
翼
付
け
各
し
譲
ず

湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
か
―
で

は
、
毎
月
１
回
日
曜
日

（原
則
第
４

日
曜
日
）
に
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
ご
み
の
持
ち
込
み
を
ク
リ
ス
が
ル

プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
及
び

伊
香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
に
て
受
付
け

ま
す
。

※
‐２
月
の
受
入
日
に
つ
い
て
は
、
決
定

次
第
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
受
入
日
が
変
更
に
な
る
場
合
は
、
事

前
に
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

注
意
事
項

☆
ク
リ
ー
ン
プ

ラ
ン
ト

ヘ
の
持
込
み

指
定
道
路

（
「車
野
川
橋
北
詰
」
信

号
交
差
点

か
ら
進
入
）
を
通
り
、
大

依
町
内

で
は
時
速
２０
飾
以
下

の
速
度

で
安
全

に
走
行
す
る
こ
と
を
厳
守
し

て
く
だ
さ
い
。

≪平成23年度受入ラ定日≫

4

上水道

4月 24日 【第4日「翌】 10月 23日 【第4日曜】

5月 22日 【第4日曜】 11月 27日 【第4日曜】

6月 26日 【第4日曜】 未定 (12月 )

7月 24日 【第4日曜】 1月 22日 【第4日日程】

8月 28日 【第4日曜】 2月 26日 【第4日 ]理】

9月 25日 【第4日曜】 3月 25日 【第4日Ⅱ程】

B

【策定趣旨】

合併後の長浜市の水道事業は、「長浜水道企業国が経営する

区域」と、「長浜市が旧町から引き継ぎ経営する区域」んゞあり、

現在市内には 2つ の水道事業を行う団体があ ります。今後、

水道事業全体を統一 。管理運営する必要性があり、安心で安
全な水の供給、災害時にも安定的な給水が可能な施設水準の

案

ニーズ
の把握

長浜市の水道事業 (現状)

余呉地区簡易水道

向上、運営基盤の強化など様々な問題を解決し、長浜市の水 西浅井地区簡易水道

道事業の将来像を形成するために「長浜市地域水道ビジョンJ

を策定します。

〔策定イメージ】 高島市

長浜市地域水道ビジヨン策定検討委員会 委員10人

(学識経験者、商工会議所代表、連合自治会代表、市民団体など)

↓提言・要望
木之本地区上水道

木之本地区簡易水道

1      米原市

浅井地区簡易水道

「

高月地区上水道

湖北地区簡

庁内策定本部

会議
ビジョンの案作成

【策定検討委員会のスケジユール】

第7回

平成22年 11月 16日   水道事業の概要について

平成23年 1月 28日   現状と課題及び将来の見通しについて

平成23年 2月 24日   現状と課題及び将来の見通しについて

平成23年 4月中旬予定  実現方策の検討について

平成23年 5月 中旬ラ定  将来像及びビジヨンのフォローアツプについて

平成23年 6月 中旬予定  素案及びパブリックコメントの実施について

パブリックコメントの実施ラ定 (7月 ～8月 )

平成23年 8月下旬予定  長浜市地域水道ビジヨンの決定

隷
⇔

→

庁内ワーキング会議
ビジョンの素案作成

(長浜水道企業団との連携)

現状分析 課題解決

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

▲策定検討委員会の様子

長浜市地域水道ビジヨン (案 )市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

期   日 内   容

アンケートのご協力ありがとうございました
【水道に関するアンケー トの実施】
(実施目的)

市民の皆さんから水道事業に対して、普段感 じている問題
点や課題、輝来的な考え等をお間きし、長浜市地域水道ビジ
ョンの策定と今後の水道サービス向上に向けた基礎資料とす
るため、アンケー トを実施いたしました。
(調査方法 )

長浜市内で水道を利用されている一般家庭の内、無作為に
選びだした3,OOO世帯の皆さんに郵送で回答いただきました。
(調査期間)

平成22年 11月 26日 ～12月 17日
(調査結果 )

有効回収数 :1,299件  有効回収率 :433%

【集計結果の発表方法】

地域別回答件数

アンケー トにご協力いただきありがとうございました。今後、集計・分析を行い、
市ホームページにて公表する予定です。
(http://wwwicity.nagahama,shi9a jp/)

地 域
回奮

件数

吾J合

(%)

長 浜 578 45

浅  井 161 12

び わ 91 7

虎 姫 49 4

湖 封し 92 7

高  月 114 9

木之本 77 6

余  呉 53 4

西浅井 67 5

無国笞 17 1

とき 口十 1299 100

間 水道事業に関する情報として、
特に知りたいことは何ですか

固上下水道課 (金 65-1600)

]

回
湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー

業
務
課

（金
６
２
１
７
１
４
３
）

環
境
保
全
課
（盆
６
５
１
６
５
１
３
）

施設名 受付品目 料 金 受付時間

【クリスタルプラザ】

八幡中山町

(a62-7141)

可燃ごみ

資源ごみ

〈古紙等除く〉

1 0kgま で

ごとに40円

8時30分～

正午

13日寺～

16日寺30分

【クリーンプラント】

大依町

(奮 74-3377)

不燃ごみ

粗大ごみ

【伊香クリーンプラザ】

西浅井町沓掛

(金 88-O088)

可燃ごみ

資源ごみ

不燃ごみ等

田
ロ

口
田

「
紙
お
お
つ
督
専
田
ご
科
指
定
袋
」
を
交
付
し
き
す

０
対
象
者

市
内
在
住
で
、
在
宅
で
常
時

紙
お
む

つ
類
を
必
要
と
す
る
次

の
人

①
３
歳
以
下
の
乳
幼
児

※
平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
２４
年
３
月
３‐
日
生
ま
れ

②
要
介
護
者

※
福
祉
施
設
等
か
ら
排
出
さ
れ
る

も
の
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

③
処
理
に
使
用
し
た
少
量
の
テ

イ
ツ
シ
ュ

※
新
聞
紙
等
で
お
む

つ
を
包
ん

だ
り
、
①
～
③
以
外

の
ご
み

が
混
在
し
て
い
る
場
合
は
収

集
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
可
燃
ご
み
の
収
集
日
に
集
積
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（可
燃

ご
み
指
定
袋
で
も
出
せ
ま
す
）

′)湖ェ広u朽な奉苗乾ンター

診，麒

０
交
付
枚
数

対
象
者

一
人
あ
た
り
、
年
間

に
５０
枚
を
１
回
限
り
交
付
し
ま

す
。《

注
》
今
年
度
か
ら
年
度
途
中

に
申
請
さ
れ
た
場
合
で
も
す
べ

て
５０
枚
交
付
し
ま
す
。

平
成
％
年
度
も
、
ご
み
の
減

量
が
難
し
い
世
帯
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
申
請
に
基
づ
き
、

「
紙
お
む

つ
類
専
用

ご
み
指
定

袋
」
を
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

０
申
請
窓
口

環
境
保
全
課
（本
庁
本
館
２
階

（金
６
５
１
６
５
１
３
）

本
庁
東
別
館
１
階
案
内
窓
口

各
支
所
福
祉
生
活
課

●
専
用
袋
で
出
せ
る
も
の

①
紙
お
む
つ

②
尿
取
リ
パ
ッ
ト

申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項

を

記

入

し
、
窓

口

に
提
出

し

て
く

だ

さ

い
。
印
鑑
な

ど

は
不
要

で
、
代

理

申
請
も
で
き
ま
す
。

※
申
請
書

の
確

認

と
同
時

に
、

窓

口
に
お

い
て
専
用
袋
を
交

付
し
ま
す
。

●
申
請
方
法

受
付
開
始
　
４
月
１
日
か
ら
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みどリ

【実 施 日】
【活動場所】
【プログラム内容】

ご

ヽ 「や春∩こ』学習叶ボ山守
i“

募集″

5,6,9,10月 の平日

高山キヤンプ場 (高 山町)

自然観察や、山の仕事体験、木エク

ラフト、火おこし体験など

上記プログラム内容の活動補助

※この活動に興味、関心をお持ちの

人は、下記固へ問合せ ください。

4月 10日 (日 )ま で

【仕事内容】

【問合せ期間】

Q.「森林環境学習」つて ?
A.自 ら『森林』との関係性に気づき、その関係性が

より良く続くために、自ら考え、行動する人を育

てることを目的とする、人材教育の活動です。

Q.「やまのこ学習」つて ?
A.滋賀県内の小学4年生が総合学習の一環として、

県内8か所のやまのこ施設受入れとその周辺の森

林で行う、体験型の森林環境学習です。高山キヤ
ンプ場で,ま平成23年度に30校が実施予定です。

口高山キャンプ場やまのこ専任指導員 初田、

小西 (滋賀北部森林組合内 金74-027
6、 Eメ ールhatsuta@lumber― base.jp)

しようがい福祉、人間ドック、献血

【対
　
象
】

平
成
２２
年
１０
月
１
日
か
ら
平
成
２３
年
３
月
３‐
日
ま
で
の
う

ち
３
か
月
以
上
在
宅
生
活
を
さ
れ
て
い
た
、
所
得
税
が
非
課

税
世
帯
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す
る
人
。

・
４
月
１
日
現
在
、
身
体
障
害
者
手
帳

（肢
体
不
自
由
）
と
、

２
級
か
療
育
手
帳
Ａ
ｌ
、
Ａ
２
の
交
付
を
受
け
て
い
る
６５

歳
以
上
の
人

・
４
月
１
日
現
在
、
身
体
障
害
者
手
帳

（肢
体
不
自
由
、
視

覚
し
ょ
う
が
い
、
内
部
し
ょ
う
が
い
）
１
、
２
級
か
療
育

手
帳
Ａ
ｌ
、
Ａ
２
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、

２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る

人
の
み
の
世
帯
ま
た
は
そ
の
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
と
同

居
し
て
い
る
人
す
べ
て
が
６５
歳
以
上
の
世
帯
の
人

【受
付
期
間
】

４
月
１
日
（金
）～
１５
日
（金
）

※
平
日
（８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
）の
み

【申
請
時
に
必
要
な
も
の
】

交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳
、
印
鑑

【自
己
負
担
額
】

利
用
料
の
１
割

（４
５
０
円
）

【受
付
窓
口

・
問
合
せ
先
】

し
ょ
う
が
い
福
祉
課
し
ょ
う
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
《
市

役
所
東
別
館
１
階
》
盆
６
５
１
６
５
１
８
）
、
各
支
所
福
祉

生
活
課
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ

【対
　
　
象
】

長
浜
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
、
保
険
料
の
滞

納
が
な
い
４０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
人
で
、
健
診
の
結
果
、
特
定

保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
、
市
の
保
健
指
導
を
受
け
る

こ
と
を
同
意
さ
れ
る
人
。

※
注
意

人
間
ド
ツ
ク
を
受
診
さ
れ
る
人
は
、
特
定
健
康
診
査
を
受

け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【対
象
受
診
機
関
】

市
立
長
浜
病
院
、
市
立
湖
北
病
院
、
長
浜
赤
十
字
病
院
、

彦
根
中
央
病
院

【助

成

額
】

検
査
費
用

（保
険
適
用
分
）
の
５
割
程
度

（日
帰
り
、　
一

泊
ド
ッ
ク
が
対
象
、
市
立
湖
北
病
院
と
彦
根
中
央
病
院
は
日

帰
リ
ド
ッ
ク
の
み
で
す
。
）

【手
続
方
法
】

希
望
さ
れ
る
人
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
持
参

の
う
え
、
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
人
間
ボ
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
後
で
の
助
成
申
請
は
受
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

【受
付
期
間
】

４
月
１
日
～
６
月
３０
日

※

レ
ー
ク
伊
吹
農
協
、
北

び
わ

こ
農
協
』
Ａ
ド

ッ
ク

に

つ
い

て
は
別
途
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【申
請
窓
口

・
問
合
せ
先
】

保
険
医
療
課

（合
６
５
１
６
５
１
２
）

各
支
所
福
祉
生
活
課

白れ献血いただいた人に

聴 糾円洗音J」

ブレゼント!!

【期間】4月の火曜日・金曜日
【会場】湖北献血ルーム (長浜サンパレス内 :列見町¬¬-10)

ご予約はフリーダイヤル

0120-890-689
※献血の基準・受付時間等はホームページ(http:〃www.shiga.

bc.j「c.oF.jp/)を ご覧ください。

シリーズ①「サクラ」

春になると、サクラの名所が雑誌などで特集

されるなど、サクラは日本中で愛される樹木の

一つです。「日本さくら名所 100選」に選ばれて

いる豊公園では、 4月 になるとサクラの見物客

でにぎわいます。

身近なサクラですが、管理上のポイントが数

点あります。まず、サクラは傷口が傷みやすく、

枝が折れたりすると、それが原因で枯れること

もあります。枝の剪定はしないか、する場合は

薬を塗ったり、専門家にまかせた方がよいでし

ょう。いたずらや観賞のために、枝を折つたり

することはやめましょう。また、水はけのよい

土壌を好みますので、根元を踏み固めないよう、

花見などでは注意が必要です。病害虫では、

根頭がんしゅ病 (根 にこぶ状のかたまりができ

ます)やてんぐ巣病 (感染すると枝が竹ばうき

のように生え、感染部位が広がると木全体が弱

ります)な どの病気のほか、カイガラムンなど

の害虫被害もあります。病気にかかつた場合は、 固都市計画課 (金 65-6541)

みごりいつばいのまちに ◆月号から、身近なみどりづくりのヒントとして、

花や樹木の手入れ方法などを紹介していきます。

専門家に相談するようにしましょう。なお、公

園や堤防で多 く植えられているソメイヨンノは、

他の品種より成長が早い一方で、比較的寿命が

短い (一般的に60年 といわれます)ため、計画

的な管理が必要です。

←てんぐ巣病 (細 かな枝が多く生え、
枯れています)

豊公国のサクラ
(ソ メイヨシノ)→

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に
訪
問

理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

臣勇欽 d
4月 1日～5月 31日 _.

森林には、 C02吸収による地球温暖化防止

効果機能、大雨時の洪水緩和機能、さらに、多

様な生態系が健全に持続できる機能 (生物多様

性保全機能)な どがあり、ますます、その重要

性が見直されています。

皆さんから協力いただいた 「緑の募金」は、

身近な地域や国内外の 「森づ くり」活動に活か

されますので、ご理解とご協力をお願いします。

※例年どおり、 4月 上旬に

各自治会を通じて募金ヘ

の協力を依頼します。
の 手

固長浜市住みよい緑のまちづ くりの会事務局

(長浜市 田園森林整備課内 金 65-65
26)

人
間
ド
ツ
ク
の
検
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

“
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宿直業務、コミユニテイ活動、税

m
特

V

○夜間宿直業務 (17時 15分～翌日8時 30分 )

○閉庁日 (土曜、日曜、祝日等)の 日直業務 (8時30分～17時 15分 )は、従来どおり本庁、各支所で行います。

砲照 日 間 更 I

○変更後の執務時間

午前 8時30分～12時
(休憩時間)

午後

(¬ 2時～13時 )

13時～17時15分

く

※窓口業務等は休憩時間でも行つています。

園人

宝 く じ は
豊かさ築く
チカラ持ち。

宝くじは、広く社会に役立てられています。

I司 王抑.Iチ rf誘轍∞麓脚 こ年‐下縄 患
宝 くじの助成を受けて、北町組青海山と月宮殿田町組が長浜曳山祭 りの太鼓

及び法被等の備品を整備 され ました。 この助成は、 (財)自 治総合センターが、

宝 くじの収益を地域に還元するために実施 しているものです。

分 ..

↓

「月
富
殿
田
町
組
」
法
被

↓

「北
町
組
青
海
山
」

シ
ヤ
ギ
リ
太
鼓

土
地

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

平
成
２３
年
度
固
定
資
産
評
価
額
を
決

定
し
ま
し
た
の
で
、
土
地
ま
た
は
家
屋

の
納
税
者
の
人
は

「土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
」
ま
た
は

「家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
」
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平
成
２３
年
度
は
３
年
に
１
回
の
評
価

替
え
の
年
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地

価
が
下
落
し
て
い
る
宅
地
ま
た
は
宅
地

か
ら
比
準
す
る
土
地

（雑
種
地
な
ど
）
、

地
目
変
更
の
あ

っ
た
土
地
な
ど
は
評
価

額
を
見
直
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
２２

年
中
に
完
成
し
た
新
増
築
家
屋
は
新
た

に
評
価
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

【日

　

　

　

時
】

４
月
１
日
（金
）～
５
月
３‐
日
（火
）

（土

。
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分

（た
だ
し
、
木
曜
日
は
１９
時
ま
で
）

【場
　
　
　
　
所
】

本
庁
税
務
課
、
各
支
所
福
祉
生
活
課

【縦
覧
で
き
る
人
】

市
内
に
土
地
家
屋
を
所
有
す
る
納
税

者
、
納
税
者
と
同
世
帯
の
人
、
委
任
を

受
け
た
人

※
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の

（免
許
証

な
ど
）
、
委
任
状
を
持
参
く
だ
さ
い
。

闘
税
務
課
資
産
税
グ
ル
ー
プ

（金
６

５
１
６
５
２
３
）
ま
た
は
各
支
所

福
祉
生
活
課

区   分 業 務 内 容

本庁、本之本支所
夜間宿直員が、電話や戸籍関係届出書類を受け付けます。

※本庁は、従来どおりです。

浅井支所、びわ支所、

虎姫支所、湖北支所

夜間宿直員を置かず、戸籍関係届出書類は、本庁、本之本支所で受け付けます。支所の

代表番号にかかる電話は本庁に転送されます。

※浅井支所、びわ支所は、従来どお りです。

高月支所、余呉支所、

西浅井支所

夜間宿直員を置かず、戸籍関係届出書類は、本庁、木之本支所で受け付けます。支所の

代表番号にかかる電話は木之本支所に転送されます。
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市政の動き、国民年金、国保

～ V

こでは、「クリエン、わかりやすい、開かれた市政」の確立のため、市民の

さんに市役所内で 「どのような会議」が開催され、「どのような結果」にな

たか概略をお知らせします。

第4回長浜市歴史まちづくり協議会

1冦 昼13agaヨ専魯登岳ξョう菖ζをう身ぞと::||:曽§:≧:を
懸僣F言摯ζ禄蜃怪罹横ち≧員

【担当課】都市計画課 (全65-6562)

第 7回長浜市景観審議会

紹
3鰯葵案鰯綾Ⅷ ｀建応三

【担当課】都市計画課 (a65-6562)
※詳しくは、市ホームページ (http://― .ctty,nagahama.shiga,jp)を ご覧ください。

こ
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つ
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lB平 成 23年度国民年金保険料 は 15,020円 /月

国民年金の保険料額が見直され、平成23年 4月 から平成24年 3月 までの保険料は月額15,020円 になりま

した。
毎月の保険料の納付を、日座振替の早割制度 (当 月末振替)に されると、保険料が月々50円 の割引にな

りお得です。手続きは日座振替を希望される郵便局・金融機関、または彦根年金事務所国民年金課まで。

また、平成23年 4月 分から平成24年 3月 分までの保険料を、納付書でまとめて納付 (前納)さ れると、

保険料が3,200円 の割引となり、たいへんお得です。納期限は平成28年 5月 2日 (月 )です。

お手元に納付書がない場合は、彦根年金事務所までご連絡ください。

※口座振替およびクレジットカードによる平成23年 4月 分から平成24年 3月 分までの 1年前納は受付を終

了しています。

2.学 生納付特例制度

国民年金には、学生本人の前年所得が一定基準以下の場合、申請して承認されると保険料の納付が猶予さ

れる「学生納付特例制度」があります。承認期間は、原則4月 から翌年3月 までです。

対象となるのは、大学 (大学院)、 短大、高等学校、高等専門学校、専修学校、各種学校等に在籍されて

いる20歳以上の学生の人です。

申請は、市保険医療課または各支所福祉生活課まで。 (学生証または在学証明書と印鑑をお持ちください。)

固彦根年金事務所国民年金課(ao749-23-1114)、 市保険医療課 (金 65-6516)

滋賀県の国保マスコツ ト

ホープちゃん

平
成
２３
年
度
の
国
民
健
康
保
険
証

が
手
元
に
届
い
て
い
な
い
人
は
、
本

庁
本
館
１
階
保
険
医
療
課
ま
で
問
合

わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【持
ち
物
】

①
平
成
２２
年
度
の
保
険
証

②
来
庁
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の

（免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
。

※
世
帯
員
以
外
の
人
が
来
庁
さ
れ
る

場
合
は
、
世
帯
主
の
委
任
状
と
②

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
忘
れ
ず
に

‐４
日
以
内
に
届
出
を

０
国
民
健
康
保
険

へ
の
喪
失
届
出

お
勤
め
先
の
健
康
保
険
等
に
加
入

し
た
と
き
、
ま
た
は
被
扶
養
者
の

認
定
を
受
け
た
と
き

０
国
民
健
康
保
険

へ
の
加
入
届
出

お
勤
め
先
の
健
康
保
険
等
の
資
格

を
喪
失
し
た
と
き
、
ま
た
は
被
扶

養
者
の
認
定
を
外
れ
た
と
き

粛 成
(2月 16

の動 吉
日～ 3月 15日 )

日

回
保
険
医
療
課

（金
６
５
１
６
５
１

２
）、
各
支
所
福
祉
生
活
課

国
民
健
康
保
険
証
を

受
け
取
っ
て
い
な
い
人
ヘ



医療、座ぶとん会議

V

お元 ですか
た

凩
このコーナーでは、市立長浜病院の ドクターの紹介を兼ねて、「普段の生活でのF[方

法」など生活に役立つ
″
健康豆矢0識

″
を紹介 します。

こ
ん
に
ち
は

市
立
長
浜
病
院
で
す

皆
さ
ん
、
市
立
長
浜
病
院
に

は
４０
種
以
上
も
の
職
種
が
あ
る

と

い
う

こ
と
を

ご
存
知
で
す

か
？
そ
の
中
の
医
師
職
だ
け
を

見
て
も
、

２２
の
診
療
科
が
あ
り
、

そ
の
診
療
科
は
さ
ら
に
多
種
の

専
門
医
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
病
院
全
体
で
は
１
０
０
０

人
近
い
仲
間
が
い
ま
す
が
、
職

員

一
人
な
と
り
が
自
分
の
得
意

領
域
を
持

っ
て
医
療
に
従
事
し

て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
病
院
は

専
門
職
の
集
団
で
あ
り
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
専
門
職
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
院
で
は
専

門
職
集
団
と
し
て
、
職
員

一
同
、

そ
の
自
覚
と
自
己
研
鑽
を
積
み

湖
北
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

常
に
み
な
さ
ん
に
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
質
の
高
い
病
院
創
り

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
地
域
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
の
指
定
を
は
じ

め
、
近
隣
病
院
に
先
駆
け
開
放

型
病
棟
の
併
設
、
ま
た
滋
賀
県

で
最
も
早
い
日
本
医
療
機
能
評

価
機
構
の
認
定

（全
国
で
２６
番

目
）
や
、
滋
賀
県
で
唯

一
の
日

本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
に
よ
る
機

能
評
価
を
受
け
る
な
ど
、
常
に

チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
精
神
を

持
ち
続
け
、
多
士
済
々
、
い
ろ

い
ろ
な
能
力
を
持

っ
た
人
が
集

ま
り
楽
し
く
働
け
る
病
院
を
創

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。来

月
号
か
ら
の
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
当
院
の
医
師
を
中
心

に
市
民
の
皆
さ
ん
に
健
康
豆
知

識
を
ご
紹
介
し
て
い
く
予
定
で

す
。
今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

回
市
立
長
浜
病
院

（倉
６
８

１
２
３
０
０
（代
表
》

長浜市病院事業管理者
兼市立長浜病院 院長

野田 秀樹 先生

第

レ

ヽ
ヽ
い

①

市
で
は
、
風
通
し
の
よ
い
開
か
れ
た
市
政
を
実
例
す
る
た
め

に
、
市
内
の
自
治
会
を
は
じ
め
、
自
主
的
な
地
以
活
動
を
行
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
等
を
対
象
に
、
市
長
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

の
声
を
聴
く

「座
ぶ
と
ん
会
議
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ｆ
ヽ
、

「我
が
家
の
防
火
か
ら
地
域
へ
　
女
性
の
力
で
広
め
よ
う
防
火
の
輪
」

長
浜
市
女
性
防
災

・
防
嗽
ク
ラ
ブ

第
１６
回
座
ぶ
と
ん
会
議
は
、
「長
浜
市
女
性
防
災

・
防
火
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ

ん
と
１２
月
Ｈ
日

（土
）
に
湖
北
地
域
消
防
本
部
の
会
議
室
で
行
い
ま
し
た
。

長
浜
市
女
性
防
災

。
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
女
性
の
視
点
か
ら
地
域
防
災

・
防
火

へ
の
取
り
組
み
や
活
動
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
万
が

一
、
火

災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
火
災
の
発
生
に
早
く
気
付
き
、
初
期
消
火
を
素

早
く
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
平
成
２３
年
５
月
３‐
日
ま
で
に
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
住
宅
火
災

警
報
器
の
設
置
の
必
要
性
及
び
啓
発
の
必
要
性
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防
本
部
と
連
携
し
て

「広
報
な
が

は
ま
」
な
ど
で
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
消
防
本
部
で
は
市
内
各
家
庭
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
啓
発
す
る
な
ど
、
設
置
に
向
け
て
周
知
を
図

っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
小
さ
な
子
ど
も
や
高
齢
者
、
し
ょ
う
が
い
者
の
方
々

は
避
難
が
遅
れ
て
被
害
に
遭
い
や
す
く
な
る
た
め
、
災
害
時
要
援
護
者
の
支

援
体
制
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
是
非
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
安
全

・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
継
続
し
て
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
西
上
坂
町
に
あ
る
姉
川
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
防
災
セ
ン
バ
ー
で
受
け

ら
れ
た
研
修
が
、
た
い
へ
ん
有
意
義
だ

っ
た
と
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
該
セ
ン
タ
ー
は
防
災

。
防
火
に
必
要
な
設
備
を
揃
え
、
防
災
や
防
火
の
研

修
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
の
で
き
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
施
設
で
す

の
で
、
女
性
防
災

。
防
火
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
気
楽
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
日
々
、
平
穏
に
暮
ら
せ
る
の
も
、
消
防
や
警
察
、
そ
し

て
皆
さ
ん
の
活
動
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
皆
さ
ん
の
活
動
に
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
体
、
生
命
、
財
産
を
守
る
こ
と
が
最
大
の

使
命
で
す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
、
危
機
管
理
に
は
万
全
の
態
勢
を
備
え
て
い

き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
な
市

政
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ノ
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市内で活動 している5人以上の団体 ・グループ 。

NPO等
長浜市内

提出された企画をもとに選考し決定 します。選ばれ

た事業は、市委託事業として実施していただきます。

申込書 (計画書等)を提出してください。まずは下

記へ資料請求を。

4月 1日 (金)ん 5月 13日 (金 )

〒5268501長浜市高田町 12-34

長浜市人権施策推進課

TEL65-6560 FAX64-0396
Eメ ール :jinken@city nasahama.18・ jp

▲宮城県栗原市で給水支援活動中の市職員(右 )

▲平成22年度事業「子育て孫育て語演会」より

■例えば
,スタイル  ・・語演会やセミナー、体験、シンポジウム等々。
・テ ー マ・・・ワーク・ライフ・バランス (仕事と家庭の調和)や、男女の人権、
DV(ドメスティック・バイオレンス)等々。子育てや地域活動、まちづくりに男
女共同参画の視点を盛り込んでもOKです。まずは資料をご請求ください。

P【対  象】

【実施場所】

【実施方法】

【応募方法】

【応募期限】

【応 募 先】

4F サ

rTr― ´
´

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

去
る
３
月
Ｈ
日
午
後
３
時
前
、
長

浜
市
議
会
の
審
議
中
、
議
場
が
ミ
ン

ミ
ン
と
不
気
味
に
揺
れ
続
け
ま
し
た
。

議
長
の

「休
憩
」
発
言
の
後
、
議
員

や
職
員
、
私
も
外
の
階
段
を
急

い
で

降
り
、
庁
舎
か
ら
抜
け
出
し
ま
し
た
。

改
め
て
地
震
の
恐
怖
と
緊
張
感
を
実

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は

宮
城
県
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
１
３
０

キ

ロ
付
近
の
海
底
約
２４
キ

ロ
を
震
源

と
し
て
、
マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
９
，
０
の
世

界
で
も
記
録
的
な
巨
大
地
震
で
あ
り
、

東
北
地
方
を
中
心
に
史
上
空
前
の
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
死

者
、
行ヽ
方
不
明
者
は
数
万
人
に
達
す

る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
勢
の
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
、

大
切
な
事
は
被
災
者
の
皆
さ
ん
と
私

た
ち
が
し

っ
か
り
と
心
の
絆
を
結
び

痛
ま
し
い
災
害
の
辛
さ
や
悲
し
み
を

共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
国
を
挙
げ
て
素
早
く
救

助
活
動
を
進
め
被
災
地
の
皆
さ
ん
の

切
実
な
毎
日
の
暮
ら
し
の
要
望
に
し

っ
か
り
と
手
を
打
ち
応
え
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
す
。
市
は
直
ち
に

「東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
支
援

対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
国
か
ら

の
要
請
を
受
け
、
被
災
地

へ
消
防
士

や
技
術
者
、
給
水
車
と
職
員
な
ど
を

派
遣
し
現
地
で
必
死
の
救
済
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
長
浜
赤
十
字
病
院

か
ら
は
医
師
、
看
護
師
さ
ん
が
出
動

し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く

さ
ん
の
義
援
金
の
寄
附
や
励
ま
し
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
尊

い

「志
」
を
災
害
に
じ

っ
と

耐
え
る
現
地
の
皆
さ
ん
に
し

っ
か
り

伝
え
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

暖
か
い
励
ま
し
に
心
か
ら
感
謝
致
し

ま
す
。

現
地
で
は
、
自
衛
隊
を
は
じ
め
、

警
察
、
消
防
、
海
上
保
安
庁
、
国
や

全
国
か
ら
の
地
方
自
治
体
、
外
国
か

ら
の
救
援
隊
も
入
り
本
格
的
な
救
援

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
余
震

の
続
く
中
で
の
努
力
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
前
代
未
聞
の
大
災
害
を
み
ん

な
が
心
を

一
つ
に
し
て
乗
り
越
え
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

藤井 勇治"｀

※至誠通天
誠を尽くせば天が
昧方してくれること

夫婦関係や子育て、自分自身のことなど、
ご夫婦やカップルでの相談もお受けしてし

【と き】毎月第 1火曜日 10時～14時

毎月第 3土曜日 12時～16時

あなたの悩みをいっしょに考えます。
まヽす。       要了フ約 託児あり

【ところ】長浜市民交流センター 相談室 (地福寺町4-36)
【相談員】女性の臨床心理士
【申 込】台65-6556(予 約専用電話)

※変更すること
があります

一人で悩まないで 1

大切なあなたを応援します

女性の悩み相談
～4月から聞設時間が増えました～



江・浅井三姉妹博覧会・情報
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「華舞台」で長浜歴ドラ隊が定期公演やつてるよ～

春風が,い地良いく野外特設ステージ 「華舞台」で繰 り広げられるの

は、浅井氏の歴史を現代風にアレンジした寸劇と浅井三姉妹をテーマ

とした J一 POP調 の歌と扇子を使つた現代風舞踊です。笑いあり・

涙ありの長浜歴 ドラ隊によるショーをご堪能 ください。

【上演スケジユール】
期  間 :¬ 2月 4日 (日 )までの毎週土。日曜日、祝日
開始時間 :①¬¬時～ ②¬4時～

★ 1日 2回公演 ★上演時間は30分

画
〕晉

つ

江姫・茶々姫・初姫などの博覧会認定キャラの他、
のぶさま・らんまる君といつた子どもからお年寄り
まで皆に愛されるゆるキヤラ達が、博覧会小谷会
場・浅井会場に集結しフアンとの交流を楽しみまし
た。ゆるキヤラ達は、東北地方太平洋沖地震被災地
への義援金募集にも一役かい、この日だけでおよそ
9万円の義援金が集まりました。

「江 ・浅井三姉女木博覧会」の入場者数が 10万人に

達しました。 10万人目となつたのは、石川県小松

こと泥竜式 、第 淫 客 督 く
末

而 を i、 鍔 灘
せです。」と喜びのコメン トを述べられていました。

本田さんには、記念品としてガラスで作られたお雛
様などが贈られました。

と
ａ
ｌ

Ｒ

ヽ
）

ゆ
～

す

浅井三姉妹博覧会実行委員会 (金 63-5341)

12月4日 (日)まで

|

歴
ド
ラ
隊
日
記

口
■

博
覧
会
を
盛
り
上
げ
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
結
成
さ
れ
た

長
浜
歴
ド
ラ
隊
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
博
覧
会
の
こ
と

な
ら
何
で
も
こ
い
の
彼
女
た
ち
に
よ
る
日
記
で
す
。

思
わ
ぬ
裏
話
が
間
け
る
か
も

・
・
・
。

音
様

こ
ん
に
ち
は
。

ｋ́
差
歴
ド
ラ
稼

の
江
に

ご
ざ

い
文
す
。

「江
・
義
井
二
姉
妹
博
究
会
」
も

逮
口
太
Ａ
娠
わ

っ
て
お
り
、

こ
れ
も
普
様

の
お

桧
と
惑
謝

い
た
し
て
お
り
文
す
。　
と
て
歴
ド
ラ

泳
回
記

の
記
念
す
べ
と
第

一
ロ
ロ
を
み
、

江
が

書
か
せ
て
い
た
だ
と
文
す
る
。

今
口
は
、
戎
ら
長
崇
胚
ド
ラ
隊

の
早
篭
亀
を

皆
様

に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
と
文
す
。　
こ
の

早
駕
亀
は
、

ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
蒻
安
様

の

ご
厚
・意
に
よ
り
柔
噴
寄
与
を
資
け
た
、
大
変
大

切
な
も
の
で
ご
ざ

い
文
す
。

名
前
も

つ
い
て
い
る
の
で
す
よ
。　
そ
の
名
は

「は
や
て
」。　
そ
う
、
太
河
ド
ラ
マ
の
中

に
も
全

場
し
た
ネ
の
変
島
の
名
と
一
堵
で
，こ
ざ

い
文
丸

「は
や
て
」

に
は
、
長
業
市
が
広
或
谷
符
す

る
前

の
各
可
の
花

と
、
み
た
ち
歳
井

二
姉
妹

の

４
の
象
徴
と
し
て
、
リ
ボ

ンヽ
が
誠
に
美
し
く
幸

や
か
に
指
か
れ
て
お
り
女
す
る
。　
安
子
ら
し
く

彩
め
れ
，た

「は
や
て
」

に

乗
り
、
戎
ら
長
差
歴
ド
ラ

隊
は
与
口
を
駆
け
抜
け
て

，

長
差
歴
ド
ラ
泳
　
江
よ
り

参

り

女
す
。　

も
し

「は

や

て
」

を
え

か
け

ら

れ
文
し

た
ら
、

や
と
し

く
撫

で
て

く
だ

と

い
文
せ
。

と

っ
と

ぜ
が

日奇

れ

や
か

な
気

持

ち

に
な

り
文
し

ょ

う
ぞ
♪
。
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古保利古墳群
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国指定史跡

こ   ほ   リ

「吉保利吉煩群」
平成15年 8月 27日指定

高月町西野・熊野・片山・西阿閉地先

↓
古
保
利
古
墳
群
全
景

（葛
籠
尾
崎
よ
り
望
む
）

細
殿嚇鰹が助制蝦叫Ｔ巾熾Ｗ，嚇

聯
鶏
な前膀も」範
析
課
釧

帖

中
し
、
あ
た
か
も
古
墳
の
野
外
博
物

琳，
翔μ＞孵・な鞠揃写』縣群の様子に

湖琶

古
保
利
古
墳
群
は
び
わ
湖
の
最
北

端
、
塩
津
湾
に
面
す
る
低
く
細
長

い

山
上
に
あ
る
大
規
模
な
古
墳
群
で
す
。

ち
な
み
に

「古
保
利
」
と
い
う
名
称

は
旧
古
保
利
村
か
ら
名
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

古
墳
の
総
数
は
現
在
１
３
２
基
で

古
墳
時
代
初
頭

（
１
８
０
０
年
前
）

～
終
末
期

（１
４
０
０
年
前
）
に
造

ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
約

３
飾
に
わ
た

っ
て
自
然
地
形
に
し
た

が

っ
て
列
状
に
南
北
方
向
に
並
ん
で

い
る
こ
と
、
び
わ
湖
に
直
面
す
る
山

上
に
立
地
す
る
こ
と
、
長
さ
に
わ
た

っ
て
造
り
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

特
色
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
前
方
後

円
墳

・
前
方
後
方
墳

・
円
墳

・
方
墳

と
い
っ
た
基
本
的
な
形
の
古
墳
が
全

て
揃

っ
て
い
ま
す
。
特
に
有
力

（首

長
）
墓
と
考
え
ら
れ
る
前
方
後
円

墳

。
前
方
後
方
墳
が
現
状
で
各
８
基
、

計
１６
基
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
古
墳

の
中
で
最
も
少
な

い
形
の
前
方
後
方

墳
が
多

い
点
も
大
き
な
特
徴

で
す
。

円
墳
と
方
墳
は
そ
れ
ぞ
れ
７９
基

・
３７

基
あ
い
ま
す
。
、ヽ

ま
た
、
こ
の
古
墳
群
周
辺
に
は
前

方
後
方
墳
大
森

・
姫
塚
古
墳
、
前
方

後
円
墳
若
宮
山
古
墳
、
石
棺
が
納
め

ら
れ
た
松
尾
宮
山
１
号
墳
な
ど
有
力

琵
琶
湖

加
え

て
、
前
方
後
円
墳
と
前

墳
が
隣
り
合

っ
て
い
る
地
点

こ
と
、
湖

か
ら
し
か
見
え
な

が
あ

る
こ
と
な
ど

に
特
徴
が

す
。

方
後
方

が
あ
る

い
古
墳

古
保
利
古
墳
群
が
あ
る
山
上
か
ら

は
び
わ
湖
と
平
野
部
が
眼
下
に
望
む

こ
と
が
で
き
、
湖
北

一
帯
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
湖
東

・
湖
西
方
面
も
遠
望

で
き
ま
す
。
あ
ま
り
高
く
な
い
山
上

で
す
が
、
た
い
へ
ん
景
色
の
よ
い
地

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
古
墳
群

劇
麟

鋸

鑑

鰯

舘

評

本
山
ま
で
）
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

季
節
の
よ
い
時
期
に
ゆ

っ
く
り
と
遊

歩
道
を
歩
き
な
が
ら
自
然
と
古
墳
を

満
喫
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
な

お
、
古
墳
群

へ
の
登
り
回
は
分
布
図

の
▲
の
と
こ
ろ
で
す
。

回
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー

（金
６
４

１
０
３
９
５
）

' i■ ヽ■11-

位置図
１

電

ド

十

１

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線

あ
り
ま

がはまの文化請
市内には、国や県、市が

'日

L真 した史化貯が

キラ星のごとくた り光翌いています。 このコ

ーナーては、429件
栄
ある真化請の中か ら代

表
"な

ものをシリーズて紹介 します。

※平成22年 5同 1日現在

lrl l厚
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生涯学習、市立長浜病院職員嘉集、納付カレンダー

日本語教室ボランティア講師募集

長浜ユネスコ協会では、在住外国人を対象に日

本語を使って日本語教室を

開講 しています。教え方の

研修会 もあ りますので初心

者の人で もお気軽にご応募

ください。

あ
ヽ

え つ

お花見などのイベン トも開催 しています。興味

のある人は、一度教室に見学に来て ください |

【開請日】週2回 (水 。土曜日)19時～20時30分

※どちらかの曜日だけでも可

【会 場】国際文化交流ハウスGEO(神照町)

【申込方法】下記画窓口または電話にて

固 長浜ユ スコ協会事務局 (生涯学習 。文化
スポーツ課内盆 65-6552)

お

笹

※受験申込書は、4月 28日 (木)か ら配布します。
【受験申込書配布・申込窓口】
市立長浜病院事務局総務課内 長浜市職員選考委員会
〒5268580 長浜市大成亥町313番地
奮68-2300(代 表)、 金 68-2324(直 通)

市立長浜病院の職員を募集します

☆受験申込書を郵送で請求される人ヘ

封筒の表に 「○○職受験申込書請求」と朱書きし、返信用封筒
(80円切手を貼つて、宛先を明記したもの)を 同封して、左記まで
送付してください。 オ

.、

納付カレングー

※7月 、 12月 、3月の各末日は取扱い金融機関の体業日にあたるため、翌営業日になります。
※65歳以上の人で、市県民税、国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料のうち、年金

からいただく分については、年金支給時に振替となります。

今月の表紙

3月 1日 (火 )、 び
わ中学校武道場が竣工
を迎えました。年前に
執り行われた竣工式に
続き、年後から行われ
た武道場開きでは、施
設紹介や道場額の除幕
などの後模範演舞が披
露されました。演舞に

入ると、柔道・剣道の

達人が醸 しだすオーラ

で会場が引き締まつた

空気に包まれ、生徒は、

その動作一つひとつに

引 き込 まれていま し

た。これから、体だけ

でなく心を鍛える場と

して活用されます。

よらんせハイキング
第 1回お江を学ぼうハイキング

ご¥鴇齢盈と盈と笛斡
JR木ノ本駅東口集合 ※小雨決行

【参加費】 1,000円 (運賃・入館料・保険料込)

【コース】」R本ノ本駅旧駅舎 (お江勉強会)→JRで
河毛駅へ移動→小谷寺

※→小谷江のふ
るさと館 (昼 食)→小谷城戦国資料館→

清水谷→浅井家発祥の地産湯の池跡→

岡本神社
※→理覚院

※→井口弾正邸跡→

円満寺
※→浄信寺

※→JR木 ノ本駅解散
【定 員】30人 (要予約)(※印は要拝観料)

の 盆 82-631
工旦込本駅観光案内所 (金 82-513

職 種 採用予定人員 受 験 資 格 試 験 日 申込受付期間

看 護 師 40人程度

昭和46年 4月 2日 以降に生まれ、
保健師助産師看護師法 (昭和28年
法律第203号)に よる看護師の免許
を有する人 (平成24年 7月 末日まで
に免許を取得できる見込みの人を
含む。)で、長浜市内又は近接地に
居住でき、夜間等の緊急呼び出し
に容易に応 じられ、交替勤務ので
きる人

第 1回試験
8月 6日 (土 )

第2回試験
9月 17日 (■ )

○受付開始
4月 28日 (木)か ら

○締切 り
第 1回試験
第2回試験

7月 29日 (金 )

9月 9日 (金 )助 産 師 5人程度

イ向期限
5/31
(火 )

6/30
(木)

8/1

(月 )

8/31
(水 )

9/30
(金)

10/31

(月 )

11/30
(水 )

1/4

(水 )

1/31

(火)

2/29
(水 )

4/2
(月 )

市 県 民 税
前納
1期 2期 3期 4期

固定資産税

都市計 画税
前納
1期 2期 3期 4期

軽 自動車 税 全期

国 民 健 康

保  険  料
前納
1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

介護保 険料 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

後期 高齢者

医療保 険料
1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期
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多文化共生、消費生活相談

色

桜の満開を期待 しなが ら、入学や進学、 または就

職を心待ちにしている人がた くさんいますね。

今回、ブラジルの学校 について紹介 したい と思い

ます。
ブラジルの小学校と中学校は一貫になつており、

「基礎教育」といって、計9年間の学校生活になりま
す。その後、高校を8年間、大学を4～ 5年間通い
ます。

しかし、その学校生活自体には様々な違いがあり
ます。基本的に基礎教育の場合、年前のみか午後の
み勉強します。他の時間は塾や英語教室、音楽教室
などに通い、普通の学校にはない勉強をします。高
校と大学は午前か夜間になります。

基礎教育と高校の場合、給食の時間は教室の中では
なく、グラウンドや校庭で過ごします。また、学校内

に売店があり、サンドイッチやお菓子を買うことがで
きます。公立学校では給食もあります。日本と大きく
変わるのが、ブラジルでは、給食は無料です。

でも、日本と一番違うのは大学の時期です。ほと
んどの大学生は大学に通いながら就職しているか、
または自分の分野に関連する会社や事務所などで研
修を受けます。もらった給料で大学の学費を払うの
が一般的です。
ふり返つて思い出すと、幼稚園から大学まですご

く長かつたのですが、こうして日本に来て、皆さん
にブラジルの紹介ができているのは、すべて 「学校J

のおかげです。
今年度から新生活を始める皆さん、がんばってく

ださい。また、家族の皆さん、是非応援してあげて
ください。私も応援しています !

ワンポイントポルトガル語講座 :

エ ス コ ー ラ

Escola→学校

エバートンの 「学生生活」

長浜市国際交流員

エアヾ― トン

相談ヨ

/_
′
）

◆

Q.請求画面ん1肖えない。どうすればいいの ?
自宅のパソコンでアダル トサイ トを見ていた

時、画面に表示された 「18歳以上」をクリツク
したところ、いきなり「ご登録が完了しました。
登録料を90日 以内にお支払いください」と表示
された。それ以後パソコンを立ち上 tず るたびに、
画面に請求表示があり消えない。どうしたらいい
ですか。

A.年齢認証のボタンをクリックしただけでは契
約は有効に成立しません !

お客さまのユーザ=名 IDや ブロバイダー等が表
示されることがありますが、それだけでは個人を
特定することはできません。こちらから連絡を取
らず、支払いを拒否し様子を見てください。
また、画面が貼り付いて消えないときは、出来

るだけ早急に削除しましよう。肖」除するには独立
.行 政法人情報処理推進機構のホームページ
(http://www.ipa.9o,jp/Security/restore)の
「システムの復元」を参考に肖」除してください。

ウイんス対策として対策ソフトをインストー

んしておきましょう よ

固 環境保全課 消費生活相談窓口

(a65-6567、 FAX6 5-6571)

長浜市民国際交流協会でポル トガル語教室を開催

します。

※日時など、諸事情により変更する場合があります
のでご了承ください。

日 長浜市民国際交流協会事務局 (神照町519国際
文化交流ハウスGEO内  台 63-4400)
※開館時間10時～ 18時、休館日 :火曜日

」/リ ン

〔と き】5月 10日 ～8月 30日 毎週火曜日 (全 16回 )

【募集期間】4

る 人

30人
1,000円 /月

19時～20時
※8月 16

(金 )～ 4
ださい。

に

日寺

勿 t

辛

→

ポルトガル語教室参加者募集 r
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東北地方大平洋沖地震の支援について
市では、被災地への支援を積極的に行つていきたいと考えておりますので、市民の皆さんのご協力

をお願いします。

金融機関 支店名 口座番号 名義等

りそな銀行
東京公務部

(295)

普通預金

0036576
社会福祉法人

中央共同募金会

三菱東京UF」銀行
本店

(001)

普通預金

0031265
社会福祉法人

中央共同募金会

三井住友銀行
東京公務部

(096)

普通預金

0155400
社会福祉法人

中央共同募金会災害口

ゆうちよ銀行
郵便振替口座
00170-6-518

中央共同募金会

東北関東大震災義援金

霊融機 関 口睡 番号 名義等 備 考

ゆうちょ銀行
郵便振替日座

00140-8-507
日本赤十字社東北

関東大震災義揺金

通信欄に「東北関東大震災

義援金Jと明記ください。

※振込手数料については、各金融機関の本支店間であれば振込手数料はかかりません。

義援金関係

救援物資関係 【1次受付3/31で終了】

ボランティア関係

【支援に関する問合せ窓口】東北地方太平洋沖地震支援対策本部<市役所内>(a65-5988)
【参考】長浜市社会福祉協議会ホームページ (http://― .nagahama―shakyo.or.ip♪

【中央共同募金会】

【日本赤十字社】

○現金による義援金のお申し出は、
長浜市社会福祉協議会各窓口まで

○口座振替による義援金は右記まで

衛生用品や食品の缶詰、かオルなど新品
で未開封のもの、食品関係は賞味期限が
3か月以上の ものを受付 してお ります。
受付時間は 9時～ 17時 まで、受付場所
は、市役所本庁 と各支所、市社協本所 。

各支所です。

被災地の受入れ体制整理後に、活動内容
などを把握 し長浜市社会福祉協議会のホ
ームページなどでお知 らせ します。

,vお知らせ

火災の原因について全国的に見ると
「放火」。「放火の疑い」によるものが平
成 9年以降連続 して出火原因の トップ
を占めています。また、放火火災の傾
向としては、冬から春先・夜間から明
け方 (20時以降翌朝 6時 までの間 )

にかけて多発しているようです。放火
は不特定多数の生命や財産を脅かす極
めて悪質な犯罪で、大都市に特有の火
災原因ではありません。安全で住み良
い街づ くりを進めていくため、放火さ
れナ∫ぃ環境づ くりに心がけましょう。
固湖北地域消防本部

(合 62-0444)(代 表)

と き】4月 9日 (土)11時～13時
ところ】長浜地方卸売市場(田村町)

内 容】特売セール、福引抽選会 (空

回 長浜地方卸売市場関連店舗活性化
実行委員会 (奮 63-4000)

【と き】 5月 ～ 9月 (全 10回 )

毎月第 2・ 4土曜日
※はじめて 1コ

=ス
:9時45分～10時45分

はじめて 2}ス :11時～12時
ばちばちキス :13時30分～15時

【ところ】湖北地域 しょうがい者相談
センター 「ほつとステーシ
ョンJ(末広町6-2)

【内 容】
はじめてコース:ワ ー ドに文字が入力で

きるまで
ばちばちコース:文章の校正やヮー ドで

【対 象】院 窪逢あとて管慕R
のある人

【受講料】はじめて 1・ 2コいス 2,000円
イFち IFちコース   3,000円

【定 員】各コース3人 (先着順)

【受付期間】4月 11日 (月 )～ 4月 15日 (金)

【申込方法】電話又はFAXで下記口まで
口湖北地域しょうがい者相談センタニ
「ほっとステーション」(金 64-5
130、 FAX6 4-5131)

【対 象】昭和56年 4月 2日以降に生
まれた男女で、4年制大学を
卒業または卒業見込みの人

【試験区分・採用人数】
男性A:57人程度 歩・、

女性A:6人程度
【一次試験】 5月 8日 (日 )

詳しくは、滋賀県警察のホームペー
ジhttp:/,偏蠣W,pref,shiga jp/police/
または、フリーダイヤル0120-
204-314ま で問合せください。

【対 象】

【内 容】

【ところ】
【開催回数】

【定 員】

【参加費】

市内在住の未就園児 (Hか
月～5歳児)で、はじめて
なかよし広場に参加される
子どもとその保護者で子育
てサークル未加入の人
親子ふれあい遊び、おしゃ
べ リタイム など
サンサンランド
年 5回 (5・ 6・ 7・ 9・
11月 )

親子 120組 (先着順、地域
で3グループに分かれます)

100円 (子 ども 1人)/回

ク
ざ
ナ

ナ
、な

し

い
ど

な

・
な

ジ

リ

一

うどん 。おに
り寿司販売コー

尚 募  集

商貿火にご田胆 ‖ 語座 日教室 滋営県警零宮霧焦 (A・ 六卒程度)

しようがい者文」象パソコン教室

ながよし広場参加黒見子暮焦

催し日行事
きやんせ土曜市

―衝日第2土曜日開催一
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【内 容】

【ところ】

【開催回数】
【定 員】
【参加費】
【申込方法】

市内在住で保育園・幼稚園
に入つていない未就園 (4
か月～12か月)の子どもと
その保護者 (但 し、初めて
お母さんになつた人のみ)

親子ふれあい遊び、おしゃ
べ リタイム など
のびのびらんど子育て支援
センケー など
年10回 (5月 ～ 3月 )

親子35組 (先着順 )

100円 (子 ども
はがき又イよ窓日
電話番号③参加親子氏名
子 どもの月齢をお知 らせ く
ださい

※電話での受付けはあ りません。
【受付期間】 4月 11日 (月 )～ 4月 18日 (月 )

日のびのびらんど子育て支援センバー

(新居町472-1ぅ 奮 72-8177)

【申込方法】はがき又は窓口で①〒住所
②電話番号③参加親子氏名
(ふ りがな)④子どもの年
齢をお知らせ ください

※電話での受付けはありません。
【受付期間】 4月 7日 (木)～ 4月 28日 (木 )

ロサンサンランド子育て支援センター

(地福寺町436,金 62-3712)

【対 象】

【余呉地域】 4月 23日 (土)13時～16時
山村開発センター

【西浅丼地域】随時
西浅井支所で取次

固農政課 (奮 65-6522)

【と き】4月 23日 (上)12時～16時
5月 10日 (火)10時～14時

【ところ】長浜市民交流センター相談室
【相談員】下地久美子さん(臨床心理士)

【料 金】無料
※託児あり(要予約)、 秘密厳守

口平日 :人権施策推進課
(金 65-6556 専用ダイヤルl

土日 :長浜市民交流センター

(奮 65-3866)

いきいき市民活動

長浜が誇 る甲子園ボウル と並んで歴
史あるボウルゲーム。
【と き】4月 29日 (金 ・祝)

【ところ】長浜 ドエム(田村町)

【入場料】    前売   当日
高校生  500円  600円
一 般 1ゥ 000円  1,200円

※前売場所 :平和堂アルプラザ長浜
くらしのサービスセンター

汗呈】
00長浜
30長浜
00車津

鈴原ファイティングローゼズ

14i30立命館大学パンサーズ 対
関西大学カイザース

フリーマーケツト(衣類・雑貨など)同時開催
長浜ドーム前広場 10時～15時 ※雨天中止

固 滋賀県アメ リカンフットボール運
盟 加藤 い 62-3916)

【長浜地域】

【浅井地功】

【びわ地域】

【虎姫地域】

【湖北地域】

【高同地域】

【ホ之本地域】

4月 28日 (木)18時～20時
長浜市民交流センター
4月 22日 (金)18時～20時
湯田公民館
4月 22日 瞼担9時30分～21時
びわ公民館
4月 22日 (金)18時～20時
時遊館
4月 15日 (金)18時～20時
湖北福祉ステーション
4月 13日 (水)13時～ 15F時

高月支所4階4-A会議室
4月 21日 (木)15時～17時
公立木之本公民館

中
螂
対柳呻”

対
対
レ

中
中
ト

南
西
リ

日

０

１

３

恒性の悩み林日談(喜子約)

!

【診療日】4/3,4/10,4/17,4/24,4/29
5/1,5/3)5/4ゥ 5/5,5/8,5/15
5/22)5/29

【診療時間】9時～18時
【受付時間】8時30分～H時 30分

12時 30分～17時 30分
【場 所】八幡東町632番地

(長浜市保健センター内)

【電話番号】65-1525
【診療科】内科・小児科
※受診時は保険証・お薬手帳をお忘れなく。
固健康推進課 (金 65-7779)

のびのびひろば参加黒民子募焦

第61回長浜ひようたんボウん

不用品交換情報 (3月 15日 現在)

あげます (無料)

○木製ダブルベッド○カセットコンロ
○赤ちゃん用の1冊

ください (無料)

○電
=ミ

シン○赤ちゃん用コンビラ
ック○ベビーバス○アイロン○ワー
プロ
ゆずります (有料)

○赤ちやん用歩行器
ゆずつてください (有料)

OPCプリンタ (最大A3)
○エレクトーン
固環境保全課 (金 65-6513)
現物は保管していません相  談

結幅租談 豊公園内の夜桜観賞用
ぼんぼりの設置を中止します

例年、豊公園で市民の皆さんに夜
桜を楽しんでいただくため、桜の開
花時期にあわせてぼんぼりを設置し、
夜間点灯を実施していましたが、去
る3月 11日 に甚大な被害をもたらし
た 「束北地方太平洋沖地震」が発生
したことから、その影響を考慮 し、
◆年はぼんぼりの設置 。点灯を中止
します。
※豊公園内の桜はお楽しみいただけ

ます。
固都市計画課 (奮 65-6541)

有
料
広
告
欄

借 金 の鎖 与
工して櫨 しても少しも協らない仕
出にむ旧眼― に日んでし導 せんか?
B気を出して言福臓下さい 日

HD"電

罹L077器31側 」R革津駅徒歩5分 |

an10:00～ anll:10～ ,m2:00～

真脇中!

きたむ らカ ワイ音楽教室

ピアプ個人レッスン春のこ入会受付中 !



!「ながtまま百景」
じ つ さ い い ん

浅井三姉妹ゆかりの実宰院 ※このコーナーでは、「ながはま百景」に

小谷城の南東にあたる平塚町に、実宰院という

お寺があります。鎌倉時代以前の創建とされる実

宰院は、浅井長政の姉、昌安見久尼により再興さ

れました。

浅井三姉妹との関わりも深 く、小谷城落城の前

夜、長政は妻お市の方と茶々、お初、お江の娘た

ちをこの実宰院へ逃れさせ、昌安見久尼がこれを

匿つたと伝えられます。寺には豊臣秀吉朱印状等

の古文書のほか、淀殿 (茶 々)か ら各進された昌

安見久尼の木造が寺宝として安置されています。

集落の中にひっそりと建つ実宰院には、三姉妹

を匿つていた頃の雰囲気がどことな く漂い、切 り

妻屋根の山門をくぐると、落ち着いた風格のある

作まいの本堂が姿を見せます。また、南北朝時代

都市計画課 (a65-6562)

(所在地 平塚町) 選ばれた景制を毎)1紹介します。

に築造された苔むす庭園は、市の名勝に指定され

ています。江・浅井三姉妹博覧会とともに、戦国

の浪漫に満ちた実宰院に立ち寄ってみてはいかが

でしようか。

(拝観 要予約金74-0653)
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西川 埋真 くん。晃叶 くん は久寺田])

平成19年 4月生まれ、平成21年 10月 生まれ

営えん嫡のこうちゃんと泣き虫あつくん。
これがら七仲自し兄弟ていてね∪

※このコーナーは、市内にお住まいの子どもたちの顔写真を掲動するコーナーです。笑顔あふれる元気あふれる子どもたちの写真を募集
しています。まずは、企画広報課広報広聴グループ (a65-6504)ま で電話にて申込みください。
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國まちの人口ぢ督線曇l‐

鞘

日現在  人口 125,617人    男 61,505人    女 64,112人    世帯数 44,44511r帯

転入 260人   転出 243人   出生 91人  死亡 127人  婚姻 45件

「広報ながはま」は、各自治会を通じお届けすることを原則としていますが、市民交流センターや図書館、公民館など市の

公共施設にも設置しています。また、市のホームページでもご覧いただけますので、ご汚用ください。
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